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　地下鉄の駅の構内から地上へと出て、人の流れに乗って歩道を進む。歩行者用の信号が赤に変わると、菅すが野の美み月つきも周りと足並みを揃えるように横断歩道の手前で足を止めた。

　髪を手で撫でつけて乱れていないか指先で確認してから、大きく深呼吸し真新しいバッグを持ち直す。そして、信号が青に変わると同時に大きく一歩を踏み出した。

　一日が始まった。そんな感情と共に緩んでいた気持ちが一気に引き締まっていく。

　道の先に勤めている会社の入った十九階建てのビルが見えてくるとなおさら、臨戦態勢をとるかのように美月は唇を引き結んで背筋を伸ばした。

「美月、おはよう！」

　ビルの入り口手前で声をかけられ、美月は足を止めて肩越しに後ろを振り返る。

　すぐに自分の横に並んだ同じ会社で働く同期の高たか松まつ渚なぎさへと微笑みかけた。渚は目鼻立ちのはっきりとした美人で、背中の中程まであるダークブラウンの髪は、本人も時折自慢するほどに艶やかで美しい。

　身長は百六十センチで並ぶとほぼ同じ高さ。年齢も同じ二十九歳ということもあり、職場で美月は彼女の比較対象にされやすい。それは仕事の出来不出来に限ったことではない。相手が美人で自分は人並みと頭ではわかっていても、男性社員から容姿を比べられるような発言を受けて傷ついた時もあるくらいだ。

　美月は癖のように自分の黒髪に触れて、後ろで一つに結んだ髪型に乱れがないことを再び確認しながら挨拶を返す。

「渚、おはよう」

「昨日は出張お疲れさま。どうだった？　何時頃東京に戻って来たの？」

　渚からの食い気味の質問に美月はほんの一瞬面食らう。しかしすぐに彼女が何を聞きたいのか察知して苦笑いをした。

「いつも通り常務のサポートに専念してきたよ。仕事ですから」

　二人が働くＫＪコーポレーションは、物流をメインに不動産や介護などの事業を展開している会社である。そして、爽やかで大人の男性の魅力満載だと社内でも高評価を得ている如月きさらぎ常務の秘書として美月は働いている。

　四十六歳既婚、子供はふたりで愛妻家と良き夫のイメージまである彼に憧れを抱く女性社員は多く、実は渚もそのひとりだ。

　そんな人気者の上司だから、秘書として近い距離にいる美月は羨ましがられることも少なくない。あからさまなほど嫉妬むき出しの顔を向けられることだって実際あった。

「予定通りに会議が終わって予定通りの新幹線にも乗れて、東京駅に着いたらタクシー乗り場で如月常務をお見送りして夜の八時には無事帰宅しました」

　業務報告さながらにつらつらと昨日の行動を言い並べると、渚は何か言いたげな様子で「ふうん」とつぶやく。

　如月常務と遊びに名古屋まで行ったわけではない。あくまで仕事だということを忘れて欲しくない美月の思いとは裏腹に、渚の表情からは羨ましさが滲み出ている。

　渚は社長の秘書でもある秘書室長の補佐に付いている。秘書室長が厳しい女性ということもあり渚から「つらい」という言葉をよく耳にしているけれど、美月は学ぶことも多そうで羨ましいと常日頃思っている。

　できることなら代わりたい。そんな思いからため息が出そうになるのをぐっと堪えて、美月は渚を促して再び歩き出した。

　ビルに入りセキュリティーを通る。三基並んだエレベーターの前で待っていると、同じＫＪコーポレーションで働く秘書の後輩ふたりも合流する。

　朝の挨拶を交わして到着したエレベーターに乗りこむと、渚が美月を肘で突っついた。

「それ買ったの？」

　なんの話かと不思議に思うも、美月は渚の視線をたどって自分が持っているバッグのことかと理解する。

「うん」と素直に頷いた途端、前に立っていた後輩二人が美月へと振り返って興味津々な様子で瞳を輝かせる。

「彼氏に買ってもらったんですか？」

「私ね、もうすぐ誕生日なの。だから自分へのご褒美として買ったんだ。もちろん自分で」

「そっ、そうだったんですね」

「自分で」を強調して彼氏などいないことを美月に告げられ、後輩二人はそろって気まずげに表情を強張らせた。そして「彼氏いると思っていました」や「菅野さん可愛いから信じられない」と明るく笑顔で取り繕ってから、嫌な空気を追い払うかのようにぎこちなく話題を変える。

　必死に気を遣う後輩の姿に美月は苦笑していたけれど、渚の視線がまだ自分のバッグのブランドロゴに向けられていることに気づいて首を傾げた。

「どうかした？」

「……可愛いなって思って。いつの間に買ったのよ」

「先週店頭で見かけて、少し迷ったけど思い切って買っちゃったんだよね。値段はそれなりにしたけど、すごく気に入ってるから後悔はしてない」

　とは言え、購入を決めたのは衝動的なものではなく必要に迫られていたからである。

　今回の出張への同行を告げられた時、如月常務から「なんだか見栄えが悪いなぁ。俺の秘書なんだから格好良く決めてくれよ」と持っていたバッグに対して言われてしまったのだ。

　たしかに以前使っていたものはくたびれ始めていた。それでも使いやすくてお気に入りだったためなかなか新しいものに手が伸びなかったのだ。

　おどけた口調での注意だった。しかし、出張に同行するのだから見た目を気にしろ、俺に恥をかかせるなといった如月常務の心の内はしっかり透けて見えていた。

　そのため、秘書の仕事が好きで誇りも持っていてこのまま続けていきたいと心の底から願っている美月に聞き流すという選択肢はなかった。

　職務を全うするような気持ちで購入に至ったのだけれど、そこまで話す必要はないと感じて美月は口を閉じ前を向く。

　ＫＪコーポレーションが入っている十五階でエレベーターを降りて、秘書四人はそれぞれの場所へと散っていく。

　社長に副社長や専務たちのそれと比べるとわずかに小さいながらも如月常務も執務室を与えられている。美月はまだ誰の気配もないその部屋に入ると、息つく暇もなくてきぱきと身体を動かし始める。

　如月常務の机上を整えて観葉植物に水やりをし簡単な掃除まで終えると、いったん執務室を出て戸口近くにある自分のデスクへとむかう。

　そこに置いておいたバッグからファイルを取り出した時、デスク上に社内報が置かれていたことに気がついた。

　バッグの下敷きにしてしまっていた小冊子を手に取り、表紙に書かれている文字を目で追いながら美月は執務室へとゆっくり戻っていく。

　社内報を如月常務のデスクに開き置き、胸を高鳴らせながらページをめくったその瞬間、バタンと勢いよくドアが開かれた。

「おはよう菅野くん！　昨日はご苦労さん！」

「如月常務、おはようございます！」

　美月は慌てて冊子を閉じて、入ってきた部屋の主へと深くお辞儀をしたあとちらりと壁の時計に目を向ける。

　如月常務はいつも就業開始ギリギリにくるが、今日はまだ少し時間に余裕がある。

　ご機嫌とりだと言って出張先で奥様へのお土産を買っていたというのに、結局は夫婦喧嘩をしてしまい気まずさから早く家を出たのだろうか……などと余計なことを考える途中で、美月は如月常務のネクタイに目を止めた。

　紺地に斜めに入った白のストライプ柄に見覚えがあった。記憶を掘り起こして美月は眉根をよせる。そのネクタイを如月専務は昨日もつけていた。

「如月常務、昨晩自宅にお戻りになられていないなんてことは……」

「ありませんよね？」と美月は続けるつもりだったけれど、問いかけるよりも先に確信に近い感情を覚えてしまい言葉は小さなため息へとすり替わった。

　ジャケットを脱いで露わになったワイシャツはひどくシワが目立っている。

　見た目を強く気にする如月常務だから、通常ならばたとえ奥様が忘れていたとしてもすぐにアイロンをかけさせて何が何でも綺麗に整えられたワイシャツを着てくるはずなのだ。けれど何事にも例外はある。帰宅していないという場合はその限りではない。

　如月常務は美月の視線に気がつき自分の姿に視線を走らせて、ハンガーにかけたばかりのジャケットを再び羽織った。

「もしかして、昨日買ったお土産は奥様以外の女性の手に？」

　確認せずにはいられなくて問いかけた美月に、如月常務は澄まし顔で答えた。

「その通り。俺のことよくわかってるね、さすが菅野くん！　でもこれ以上の野暮な質問は無しだからな」

　なんてことない口調で言いつつも、ぎこちなく笑った美月の反応に如月常務は即座に表情を変えた。

「まさか、出張が日帰りだったことを妻に言ってないだろうな！」

　強張った低い声と迫力の眼差しで一気に詰め寄られ、美月も反射的に後ずさりする。

「い、言ってません。奥様から私に電話もかかってきていませんし」

　まるで潔白を訴えているかのような気分で美月は必死に首を横に振る。少し間を置いたのち如月常務は冷静さを取り戻したのか、女子社員から評判の爽やかな笑みを浮かべてみせた。

　そして美月の肩に手を乗せると、耳元へと顔をわずかに近づけて囁きかける。

「大声出してすまない。菅野くんは俺の不利益に繋がるようなことはしないって、ちゃんとわかっているのに。実は昨日の夜、妻に帰りは明日になると言ってしまってね。もし妻から何か聞かれた時は、いつも通り口裏合わせをよろしくたのむよ」

　最後に添えられた如月常務の爽やかさなど微塵も感じられない黒い笑い顔に、美月も強張った笑みを返しながら距離を置くように半歩下がった。

　それでも如月常務の手は自分の肩から離れない。美月の中で嫌悪感が一気に膨らんだ時、コンコンと控えめなノック音が響いた。

　如月常務は「どうぞ」とドアに向かって声をかけて素早く美月から手を離した。美月がほっとするよりも先にドアが開き、渚がファイル片手に入室する。

「失礼します。午前の会議の前に昨日の件で確認したいことがあると社長が……」

　戸口近くで足を止めた渚が、美月と如月常務に視線を止めたまま不自然に言葉を切った。

　その疑うような視線を受けて美月の気持ちに苦さが混じる。肩から手を離したとはいえ、距離感に変化はない。

「あぁそうだった！　朝一で報告しないといけないことがあったんだ！」

　親密かもと勘違いされたら嫌だと美月が大きく一歩下がると、如月常務も微妙な空気を吹き飛ばすようにおどけながら渚に向かって歩き出す。

　如月常務から「行こうか！」と軽く肩を叩かれると表情をわずかに和らげた渚だったが、美月に向けられた視線は最後まで不快感を漂わせたものだった。

　ふたりが部屋を出て数秒後、ドアの閉じる音と美月のため息が静かに響く。

　しかしすぐに気を取り直し自分も常務室をでようと歩き出したけれど、ドアに辿り着く前に足が止まった。ポケットからスマホの振動を感じたためだ。

　嫌な予感に表情を曇らせながら着信相手を確認し、息が止まる。そして呼吸もままならないまま勇気を振り絞って電話を受ける。

「お、奥様、おはようございます！」

　明るく元気に第一声を発すると、電話の向こうから「菅野さん、おはよう」と上品な声が聞こえてきた。相手は如月常務の奥様で間違いない。

「真一郎さんと連絡がつかないから電話を代わって欲しいのだけれど。昨日から出張でしょ？　菅野さんも一緒だって聞いてるわ」

　請われて頭の中が真っ白になる。内心パニック状態であることを気付かれないように注意を払いながら美月は返すべき言葉を必死に探す。

　室内をぐるりと見回して時計で目を止める。午前八時を過ぎたばかりの時刻を見て、嘘が口をついて出てきた。

「常務は少し前から朝食に……取引先の方から朝食に誘われまして、今そちらに行かれております。だから奥様の電話に出られずにいるのかと思います。私は……すみませんが同行しておりませんので……常務が戻り次第お電話があったと伝えます。もう少しお待ちください」

　これでは少し無理があるかもしれない。美月がそんなことを考えながら重苦しく鳴り響く鼓動に顔を歪めていると、如月常務の奥さんは「……そう」と囁き返してきた。

「確か、帰りは今日よね？」

「はい！　なにか仕事で問題がおきない限り、普段通りの帰宅になると思います」

　緊張で時々声を震わせつつもなんとか言い終えると、「わかったわ。ありがとう」と短い会話が続いて電話は切れた。

　なんとか危機を脱することができたと、美月は自分のスマホをぎゅっと両手で握りしめて大きく息を吐き出す。

　美月の知らないうちに如月常務の奥様に連絡先が渡り、こうしてなにか気になることがあるたび電話がかかってくる。

　気になることのほとんどは如月常務への疑いから生まれていて……つまり、浮気を疑っているのだ。

　そして美月も、言葉を交わすたびいくつもの嘘をつき、心に罪悪感を積もらせている。

　みんなの目に如月常務は爽やかで男気に溢れ、家庭を大事にする魅力的な男性として映っているかもしれないが、美月にとっては真逆だ。自分の評価や都合、見た目ばかりを気にしている女性にだらしない最低なオヤジである。

　如月常務は常時三人の女性と浮気をしていて、そして美月は彼の秘書であるばかりに尻拭いやら後始末をやらされている。

　頭の中で昨日の嫌な記憶が蘇り、美月は苛立つまま顔をしかめた。

　昨日の出張の道中で、いつも迷惑をかけてばかりだからと如月常務が奥様にとネックレスを購入した。

　その姿にやはり奥様が一番大事なのだなと微笑ましくさえ美月は感じたというのに……東京に戻ってすぐ、人はそう簡単に変わらないのだと再認識させられることとなる。

　如月常務の乗ったタクシーを見送れば本日の業務がやっと終わると油断していたその時、車に乗り込んだ如月常務に手を捕まれて、そのまま美月は中へと引きずり込まれそうになったのだ。

「今夜は付き合ってくれよ」と囁きかけられて、如月常務が何を考えているかを美月は即座に理解する。

　力いっぱい手を振り払い車体との距離を置いてから、「何を言っているんですか。早く家に帰ってプレゼントを渡さないと」と出来るだけ落ち着いた声で美月は話しかけた。しかし、如月常務は諦め切れないように美月を捕まえようとなお手を伸ばしてきた。

　そしてきわめつけは、「あのネックレス、本当は菅野くんにあげようと思って買ったんだよ……だから、ね？」という言葉。

　嫌悪感をあらわにした美月に、如月常務も手を引っ込めて不貞腐れてみせた。「あとで後悔したって遅いからな」とぶつくさ言って、タクシーの運転手に車を出すように指示を出し、やっと美月の業務が終わりを迎えたのだった。

　必要以上に親しくなる必要などないのに、事あるごとに如月常務は美月と親密な関係になろうと距離を詰めてくる。

　そんな態度や小間使いのように扱われていることに耐え忍ぶ日々を送っている美月からしたら、如月常務の評判の良さやちくちくと向けられる女性社員たちからの嫉妬はすべて疎ましい。

　美月は踵を返して、如月常務のデスクへと戻っていく。そして持っていたスマホをポケットの中にしまうと、代わりに先ほど置いた社内報を手に取った。

　怒りが爆発しそうになることだって数え切れないほどあるというのに、それでも美月が我慢し続ける理由がこの中にあった。

「……古城こじょう先輩」

　ぱらぱらとページをめくり、ＫＪコーポレーションの海外グループ会社の紹介ページで見つけた変わらぬ笑顔へと小さく呼びかけた。

　柔らかそうな黒髪にきめ細やかな白い肌。切れ長の瞳は涼しげで、すっと通った鼻や薄い唇も形がいい。昔の彼と比べるともちろん大人っぽくなっているけれど、もともと持っている甘い顔立ちは健在である。

　紙面の中で穏やかに微笑んでいる彼は、古城武たけ琉る。ＫＪコーポレーション社長の息子ではあるけれど、今は海外をメインに展開中のグループ会社で働いている。

　そして、美月が卒業した高校の一学年上の先輩でバスケットボール部の部長とマネージャーという関係だった時期もあり……美月の初恋相手でもある。

　あの頃ははじめての恋心に振り回されるばかりだったが、思い出のひとつひとつが大人になった今も変わらず美月の心の中で眩い記憶として残り続けている。

　しかし、武琉が御曹司だったことは知らなかった。ＫＪコーポレーションへの就職を希望した時もまさかこの会社が彼の父親のものだなんて想像すらしていなかったのだ。

　そんな美月が武琉の正体に気づいたのは入社して一年が経った頃。社内報に載っている姿を目にしたからだ。

　容姿端麗で社長のご子息でもある彼は記事にするのにもってこいの人物だったようで、社内で女子の話の種になるほど頻繁に取り上げられている。

　紙面から武琉らしさを感じては昔を思い出して懐かしさに胸を震わせ、如月常務から嫌な思いをさせられても自分も負けずに頑張らなくてはと励まされていた。

　ここで働き続けていたら、いつか武琉と再会する日が訪れるかもしれない。

　武琉先輩に……もう一度会いたい。

　自分の中に残っているそんな淡い期待と武琉の存在や彼との思い出を心の支えにして、美月は如月常務の秘書としてこれまで必死にやってきたのだ。

　しかし、このまま働き続けたところで会えるなんて保証などどこにもない。頑張ることへの虚しさと疲労感に小さくため息をついた時、コンコンとドアが叩かれた。

　開けられたドアから顔をのぞかせたのは秘書室長で、目と目が合うとすぐに「菅野さん、ちょっといいかしら」と美月に声をかけてくる。

　美月も即座に「はい！」と返事をする。手に持っていた社内報を如月常務の机の上へとそっと戻してから、気持ちを切り替えるようにきびきびとした足取りで歩き出したのだった。






　挫けず腐らず毎日頑張っていさえすれば、いつかご褒美のような出来事が自分にもやってくる。

　そんな風に無理矢理思い込みながら、如月常務のだらしない側面から目をそらし続けて一週間が経った頃、事態が悪化した。

　昼休憩に入り、ランチの約束をしていた後輩秘書と共に美月がエレベーターへと乗り込んだちょうどその瞬間、慌てた様子で如月常務も乗り込んできた。

　ふたりの間に割り込んできた如月常務へと美月が軽く会釈をすると、少し遅れて後輩秘書も挨拶をする。彼女の緊張感の混ざった初々しい態度に如月常務はまんざらでもない顔をして美月へと話しかけた。

「これからどこに昼飯を食べに行く予定なのかな？」

　なんとなく嫌な予感を覚えるも、美月は「まだはっきりとは決めていないのですが……」と前置きをしてから会社の側や駅の近くにある候補のお店の名前をいくつか並べていく。

「良いなぁ。俺も一緒について行っちゃおうかな」

「えっ!?」

　思わず眉間にシワがより、本音も口から飛び出した。そんな美月の反応に如月常務もしかめっ面をする。

「なんだ。俺がついて行ったら嫌なのか？　たまには奢ってやろうかと思ったのに」

「本当ですかっ!?　こんな機会滅多にないですし、ぜひ如月常務とご一緒させてください！」

　如月常務から発せられる不穏な空気を察したらしく、後輩の秘書が慌てて会話に入ってくる。途端、如月常務はいつものように爽やかに微笑んで見せた。

「だろ？　なんでも構わない。好きなものを食べていいぞ」

「あっ、ありがとうございます。如月常務のお話は為になることばかりって評判ですから、とても楽しみです！」

「俺の話が？　それはプレッシャーだなぁ」

　後輩秘書に褒め称えられ、困り顔をしつつも声がとびきり弾んでいる如月常務に美月はこっそり苦笑いをする。

「さぁ、どこに行こうか」

　エレベーターが一階に到着すると、如月常務は後輩秘書と美月のそれぞれの肩を両手でぽんぽんと軽く叩いて歩き出した。

「せっかくですから、高くて美味しいもの奢ってもらいましょうよ。如月常務イケメンだから目の保養にもなりますし」

　本当ならば行きたくない。しかし後輩秘書に小声でそう提案されてしまうと突っぱねる訳にもいかず、美月はコクリと頷いて受け入れる。

　小走りで如月常務のとなりに並んだ後輩秘書の後ろ姿を見つめながら美月も歩き出す。セキュリティーを通ったところで、渚や他の女子社員たちの姿も見つける。先を並んで歩いているふたりに驚きの眼差しを向けている彼女たちに、美月は気まずさとともに微笑みかけた。

　あとでいろいろ聞かれるだろうなと苦い予感を抱きつつ気乗りしないまま追いかけていたが、不自然に如月常務の足が停止したことに疑問を覚え美月もその場で立ち止まる。

　今まさに向かっていた出入り口からビルの中へと、四十代半ばの女性がひとり入ってきた。ショートカットの茶色の髪に、気の強さを示しているかのようなつり目がちな瞳。よく知っている女性に、如月常務ほどではないが美月の手も震え出す。

　如月常務の奥様だ。直接会ったのは片手で足りるほどしかないが、電話でなら数え切れないくらい話している。

　時折見え隠れする本人の気の強さに対してだけでなく、嘘を吐いているという罪悪感も合わさってどうしても解消できない苦手意識があり、彼女は美月にとって一番会いたくない女性だった。

　しかし目の前に現れたからには挨拶しないわけにもいかない。美月は大慌てで後輩秘書の横につく。

「奥様、ご無沙汰しております」

　深くお辞儀をした美月へ「どうも」と素っ気なく返事をして、夫人は如月常務へと視線を戻した。

「……お、お前どうしたんだよ。いきなり仕事場まで押しかけてくるなんて。連絡してくれたら迎えに出たのに」

「あなたはとっても忙しいみたいだから、私が直接執務室に行った方が早いかと思って気を利かせたのよ……それとも連絡もなしに突然来られたらなにかいけない理由でも？」

　夫人からの冷たい眼差しに竦み上がったことを誤魔化すように、如月常務が「いやだなぁ。そんなことあるわけないだろう！」と嘘くさい明るさで笑い飛ばそうとする。

　しかし、足をとめてこちらを見ている多くの社員たちの姿に気がついた途端、心なしか顔を青くさせて夫人へと歩み寄っていった。

「ここではなんだし、執務室に行こうか」

　夫人の肩に手を回した如月常務から「君たちは食事に行ってくれ」というように目配せをされて、美月は後輩秘書と数秒顔を見合わせてから、如月夫妻へと「失礼します」と頭を下げた。

　夫人がわざわざここまでやってきたのだから、このまま一緒にいたら厄介ごとに巻き込まれるのは明白だ。

　これ幸いとふたりに背を向けて足早に逃げ出そうとしたけれど、すぐに夫人から「待ちなさい」と呼び止められてしまった。

　嫌な予感で身体に緊張感が走る。美月は恐る恐る振り返り、「はい。なんでしょうか」とか細い声で言葉を返した。

「なんでしょうかですって？　私がなぜここに来たのかわかっているくせに、白々しいわね」

　夫人の攻撃的な表情に、美月の鼓動がどくりと嫌な音を響かせる。

　如月常務に対してなにか思うことがあって来たのだろうと想像はつく。しかしいくら彼の秘書であったとしても、その理由までも見通すことはできない。

　なにも言えないまま見つめ返してくる美月へと夫人は呆れたように息を吐いた。

「主人の浮気相手は、あなたなんでしょ？」

「……はい？」

　夫人から飛び出した疑問に、美月はほんの数秒面食らう。あまりにも馬鹿馬鹿しくて真っ先に笑いがこみ上げて来たけれども、周囲で起こったざわめきを感じ取りすぐにそんな場合ではないことを察する。

「違います！　常務と秘書という関係でしかありません。奥様が疑われているようなことなど一切ありませんから」

「そうだよ。菅野くんとはそういう関係ではないし。……そもそも君一筋な俺が浮気だなんて心外だな。頼むから変な誤解をしないでくれよ」

　力一杯訴えかけた美月に如月常務が即座に同調する。しかし夫人は全て信じられないといった様子で、自分の肩に添えられていた夫の手を払いのけた。

「この前の出張、本当はふたりとも前日に帰ってきていたんでしょ？」

　出張の翌日、夫人から電話がかかってきたあの時のことを思い出す。如月常務から口裏合わせを求められていたとは言え、自分が夫人に嘘をついたのは事実だ。

　顔から血の気が引いていき、抱えていた罪悪感の重みも増して胸が苦しくなる。

　たしかに夫人の言う通り前日に帰ってきている。それは事実だけれど、疑われるようなことは一切していない。今ここでその疑いだけでも晴らしておきたいのに、うまく言葉が出てこなかった。

「おいおい、なにを言っているんだ。こんなところでやめてくれよ。とりあえず俺の部屋に。な？」

　如月常務は焦りを滲ませながら夫人へと囁きかけて、再び肩に手を乗せようとしたけれど、「結構よ！」とやはり手を払われてしまう。

　そして夫人は持っていたバッグからなにかの紙切れを取り出して、如月常務の胸元へと押し付けた。

「あなたのスーツのジャケットから出てきたレシートよ。出張に行ったその日、ネックレスとバッグを買ったみたいね。ネックレスは昼過ぎに名古屋で、バッグは夜に東京で。可笑しいわね、東京にはいなかったはずなのにどうやって購入したの？」

　証拠を突きつけられて、流石の如月常務もぐぐっと苦悶の声をあげた。

　ひそひそと囁き合う声が一段と大きくなるなか、夫人が美月へと歩み寄り、顔の前へと人差し指を突きつける。美月も息を詰めて身体を強張らせた。

「そして、受け取ったのはあなたよね。信頼していたというのにまんまと裏切られたわ！」

　夫人の言葉に唖然として美月はふらりと後退する。しかし、このままではいけないという危機感が胸を騒めかせ、勇気を奮い起こすべく拳を握りしめる。

「待ってください！　誤解なんです」

　夫人の後ろに立っている如月常務の表情は美月に「余計なことを言うなよ」と訴えかけていた。しかし追い込まれた今、これ以上黙っていることなど美月にはできなかった。

「ごめんなさい。確かに私は奥様に嘘を吐きました。前日の夜には東京に戻ってきていました。でも駅に到着後すぐに如月常務とは別れましたし、それに今まで常務から物をもらったことなんて一度も……」

「まぁまぁまぁとりあえず落ち着いて。ちゃんと話せばすべて誤解だったってわかるんだから」

　如月常務が美月と夫人の間へと強引に割って入ってくる。邪魔されたことで自分の意見を最後まで言わせてもらえなかったことに美月は不満を募らせ、一方、夫人は如月常務の言動が美月を庇っているようにも見えたためさらに表情を険しくさせていった。

「へぇ……ならずいぶんタイミングよくバッグを新調するのね。ほんと呆れるわ。謝罪するどころか嘘を突き通そうとするなんて、面の皮の厚い女ね！　いずれ、あなたを主人の秘書から外すよう抗議させてもらいますから！」

「奥様！　お願いですから私の話を！」

「おいおいおい。ちょっと待ってくれって」

　夫人に睨みつけられ、美月は言葉を失い身震いする。そして夫人は馴れ馴れしく触れてこようとする如月常務を両手で突き飛ばしてから、踵を返して元来た道を戻っていった。

　嵐が去っていくのを美月は呆然として見つめていたが、どこか遠くで囁かれた「あのふたり、そういう関係だったの？」という声に一気に現実へと引き戻された。

　周囲を見回し、人々の視線を一身に集めていることにくらりと視界が揺らいだ。

　誰が発しているのかも分からない「やっぱりね。怪しいと思ってたんだ」という言葉がやけにはっきりと聞こえてきて、生じた遠近感の狂いに足元がふらつく。

「ごめん。ランチはまた今度にしよう」

　気を抜いたら倒れてしまいそうな予感に美月は短く息を吐き、近くにいるはずの後輩秘書へやっとの思いでそれだけ話しかけると、悪意が混ざった視線から逃れるようにその場を後にした。






　午後、如月常務を訪ねて来ていた客が帰ったあと、美月はわき目もふらず一目散に給湯室へと駆け込んでいく。

　気にしないと心の中でいくら唱えても、それは叶わない。

　今もまた廊下を通り過ぎていった女子社員たちから「さっきの、菅野さんじゃない？」といった声が聞こえてきて、その後に続くぼそぼそと喋る音や小さな笑い声に心の重みが増し、美月の顔はどんどん俯いていく。

　会社を辞めさせられるかもしれない。今後の不安の中に武琉に会えずに終わる残念さも混ざり始めて、美月はホルダーから外したカップをゴミ箱へと力なく投げ入れた。

「菅野くん、そんなに落ち込むなよ」

　戸口から能天気に話しかけてきた如月常務を、美月は思わず睨みつける。

「そんな無茶なこと言わないでください。私は職を失うかもしれないんですよ？」

「その点は悪いと思っているよ。……でももし本当にそんなことになるようならば、次の就職口の面倒は俺がちゃんとみてやるから…な？」

　すべては如月常務の女性関係のだらしなさが招いたことだというのに、開き直っているようにも見える態度に美月はむっと眉根を寄せた。

　今回のことで痛手を負うのは、如月常務ではなく自分。もしかしたら如月常務の変化は秘書が変わる程度なのかもしれないとまで考えると、すべてが馬鹿らしくなってくる。

「結構です。……けれど、もしそんなことになった時は自分の潔白はしっかり晴らさせてもらいますから」

　如月常務の不倫相手は私ではなく他にいることを誰かに伝えてから去ることくらい許されるのではと、美月は思いついたままに言葉にする。

　如月常務と立ち話している姿すら見られたくなくて、美月は彼の横を通って足早に廊下へと出た。その瞬間、強い力で腕を掴み取られて如月常務に乱暴に振り向かされた。

「潔白を晴らすだと？　余計なことは絶対に言うなよ」

　如月常務が怒りの咆哮をあげる。それがまるで獣のようで、美月は息をのむ。

　緊迫感の中で次の一手を打つことができずにただ相手を見つめていると、すぐそばで苛立ちのこもったため息が発せられた。

　そちらに顔を向けた如月常務が弾かれたように美月から手を離した。美月はすぐさま姿勢を正し、御付きのものを従えてそこに立っていた人物へと頭を下げた。

「昼間、一階ロビーで騒ぎを起こした社員がいると聞いていたが……君たちだな？」

　精悍な顔立ちは五十代後半なのにとても若々しく、高めの身長で綺麗に品良くスーツを着こなしているその立ち姿は何度見ても圧倒される。そんな古城代表取締役社長から低く厳かに発せられた言葉に、如月常務も慌てて頭を下げた。

「騒ぎを起こしてしまい、すみませんでした！　自分と菅野くんは信頼関係で成り立っております。それを妻は嫉妬したのでしょう。つまりすべて誤解なのです。秘書である彼女と男女の関係などあるわけが……」

　再び社長から気だるげなため息がこぼれ落ち、如月常務はぴたりと口を噤む。

　いつもは武琉の父親である社長を見かけるたび、彼と似通っている風貌に心を弾ませていたというのに、今日は自分が今まで重ねて来た嘘を武琉にまで責められているような気分になり切なさで心が締め付けられていく。美月は必死に頭を下げ続けた。

「如月くん、君には期待しているが我が社のイメージに泥を塗るような真似をするなら……分かるね？」

　宣告を受けて、如月常務は「もちろんです！」と声をあげ、美月と同じように深く頭を下げた。

「まったく。新しく専務を迎え入れるというこの大事な時に余計な問題を…」

　その体勢のまま固まっている美月と如月常務にそうボヤいてから社長が歩き出す。ほとんどが一緒に歩き出す中、美月の前で足を止めた人がいた。

「菅野さん。業務終了後、私のところにくるように」

「……はい」

　美月の視界に写り込んだパンプスのつま先は秘書室長のもの。そして彼女のそばで足を止めたのは渚だろう。

　美月がハッとして顔を上げるのと、秘書室長と渚が歩き出したのはほぼ同時だった。しかし、渚とはしっかりと目が合い、彼女がほんの一瞬見せた軽蔑の込められた眼差しに、美月は表情を強張らせた。






　秘書室長に絞られたあと、美月はほとんどが退社し人気の少なくなった廊下をとぼとぼと進んでいく。デスクにたどり着いて自分も帰宅するべくバッグを手に取った時、「それかぁ」と後方から声がかけられた。

　振り返ると同時に、身体の中で苦い感情が広がっていく。やけに楽しそうにこちらに向かって歩いてくる後輩秘書と、厳しい表情の渚の姿を見つけたからだ。

「そのバッグが如月常務から買ってもらったってやつですね。ネックレスはしてないんですか？」

「だから違うってば！　言ったじゃない、これは自分で買ったものだって！」

　否定の言葉は後輩秘書に対して、そして続いた言葉は渚に向けたものだった。

　ちゃんとそう説明していた。彼女も言葉通りに受け取ってくれたと思っていたのに、そうではなかったのだ。

　如月常務の奥様がこの新品のバッグのことを知っていたことを思い出し、美月の中にも疑いが生じる。常務の購入したバッグと美月が自分で買ったバッグが同じものだと、そんな間違いを渚が夫人に言ったのではないかと。

　美月の疑問が伝わったのか、渚も表情を厳しくさせる。

「この状況下で美月の言葉を誰が信じられると思う？　奥様の言い分の方が説得力もあるし……私には、美月と如月常務が口裏合わせをして誤魔化しているようにしか見えない」

　容赦なく響いた冷たい言葉に、美月はめまいを覚えた。

「先輩、地方に飛ばされちゃうのかな」

「それなら良い方よ。辞職を迫られたっておかしくないもの」

　ふたりは好き勝手なことを喋りながら、言葉を失った美月をその場に置き去りにする。美月も、ふたりが完全に視界から消えた後もしばらく動き出すことができなかった。

　きっと何を言っても、だれも信じてくれない。こんな状態、耐えられない。

　涙がこぼれ落ちそうになるのを必死に堪えながら、美月はバッグの持ち手をぎゅっと握りしめた。

　時折ふらつきながらエレベーターホールまでやって来たけれど、呼び出しボタンを押そうとした手が止まる。降下しているエレベーターを見て湧き上がってきた「彼女たちと同じ電車に乗りたくない」という思いに、動けなくなってしまったのだ。

　一階に着いたそれが再び上昇を始めても、美月はなかなかボタンを押すことができなかった。その場に立ち尽くしていると、となりのエレベーターが開いた。

　ぼんやりとした眼差しでそこから降りてきた男性の姿を視界にとらえた瞬間、美月の手から力が抜け、バッグが床へと落ちた。

「……嘘……」

　思わず発した美月の声につられるように、男性の視線も移動する。

「……え？　もしかして……」

　目を大きくして自分に反応を示した男性から美月は思い切り顔をそらした。彼の前から立ち去ろうとしたけれど、すぐに後ろから腕を掴みとられて美月の足が止まる。

「俺今、いろいろびっくりしてるけど」

　懐かしい声音と、自分を引き止めている大きな手の温もりに鼓動が切なく高鳴り出す。

「菅野、どうした？」

　優しく呼びかけられ、美月はゆっくりと振り返る。

　彼と向かい合うと、自分を覚えていてくれた嬉しさと、どうして今なのかというもどかしさで胸の苦しさが増す。涙で視界が滲んだ。

　会いたいと思っていた武琉本人が目の前にいるというのに、久しぶりに言葉を交わすというのに……情けない今の自分を知られたくなくて質問に答えることができなかった。

「大丈夫か？」

　武琉の指先が頬に触れたことで、自分が涙を流していたことに気づかされる。
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　そして自分を見つめる武琉が苦しそうに顔を歪めたのを見て、美月は我慢を手放した。

「……っ、……武琉先輩っ！」

　一気に涙がこぼれ落ちていく。

「ご、ごめんなさい。……久しぶりに会ったのに、こんな……」

　そっと、武琉が美月の腕を引く。美月は抗うことなくそのまま彼の胸元へと額を押し付けた。

「違う。今会えて良かったんだ」

　華奢な身体を自分の腕の中に隠すかのようにしっかりと武琉が抱きしめた瞬間、美月の口から嗚咽が漏れた。

　一番最初に仕事を頑張っている自分の姿を見て欲しかった。そして、「先輩久しぶりです！」と明るく言葉を交わすはずだったのに、どうしてこんなにも切なくて苦しくて情けない再会になってしまったのだろうか。

　高校生の頃と変わらない武琉の優しさに触れながら、美月は自分の不甲斐なさにきつく唇を噛んだ。






　武琉が再び美月の目の前に現れたのは、十二年ぶりの再会の三日後だった。

　朝に行われた会議の冒頭で紹介されて役職付きの人々の前で堂々と話をする武琉の姿は、美月にはとても眩しく見えた。

　あの日あの時間、武琉が会社を訪れたのは偶然だった。本人曰く、ちょうど会社の近くを車で通りかかった時、父親である社長から「仕事が始まる前に一度社内を見ておけ」と言われていたのを思い出し、今の時間なら社員もほとんどいないだろうと考え立ち寄ったらしいのだ。

　そして彼は社内見学は後回しだと言って美月とともに会社を出て、そのまま車で家のそばまで美月を送り届けてくれたのだ。

　武琉とは高校を卒業して以来疎遠になっていたというのに、言葉を交わすとたちまち人柄の温かさに包み込まれて、離れていた時間など感じられないほど簡単に打ち解けていく。彼という存在の心地良さに、苦しくて仕方なかった美月の心も少しずつ和らいでいった。

　武琉は高校の時と同じく素敵だった。むしろ大人の魅力が追加された分、さらに輝きを増したと言っても過言ではない。

「古城専務」と呼ばれて人の輪の中心にいる武琉の姿はとても眩くて、そんな彼を見ているうちに美月の中に新たな覚悟が生まれたのだった。

　翌朝、憂鬱で浮かない顔のままエレベーターに乗り込んだ美月は、後から乗り込んできた渚とＫＪコーポレーションの女子社員ふたりの姿に気づいて勢いよく視線を足元へと落とした。

「古城専務、めちゃくちゃ格好良いよね」

「だよね。昨日から営業部の女子みんなで古城専務の話ばっかりしてる」

　エレベーターに人が多く乗っていたことが幸いして、渚たちは美月がいることに気づいていない。そのことにホッとしつつ、息を殺して身体を小さくしてこのまま何事もなく十五階に到着するよう心の中で祈りを捧げる。

「秘書室もそうだよ。誰が古城専務の秘書に指名されるかってそわそわしてる」

「まだ決まってないって本当だったんだ。でも、高松さんが有力候補なんでしょ？」

「それはどうかなぁ。……まぁ、正直私も候補にあがってると思うけどね」

　営業部の子からの「羨ましい！」という声に美月はほんの少し視線を上昇させて、気だるげな顔をしている渚をぼんやり見つめる。

「室長はこのタイミングで何人か配置換えをしたいみたいで、それもあって秘書の選定が難航しているみたい」

「それって如月常務の愛人騒ぎが原因でしょ？　本人たちは否定しているって聞いたけど、実際どうなの？　やっぱり本当なの？」

　話題が自分のことに移ったのを感じ、美月の心臓が重苦しく脈打ち始める。

　興味津々に疑問をぶつけてくる営業部の子に苦笑いしてから、渚はわずかに首を傾げて答え始めた。

「前々からふたりは妙に親しかったし、否定されても無条件に信じきることは今の私にはできないかな」

　渚は女子社員二人に対して、ぽつりと思いを口にする。女子社員ふたりは渚の沈んだ表情にほんの一瞬面食らっていたが、すぐに面白おかしく話を始める。

「でももし本当に不倫関係じゃなかったとしたら、菅野さんが如月常務の優しさを勘違いして勝手に思い上がって奥様を不安にさせるような事態を招いたってことよね？」

「それが本当なら、如月常務にとっても迷惑な話よね」

　望んでいない方向へ話が広げられていく様を目の当たりにして、美月はぎゅっと拳を握りしめる。いくら誤解だと叫んだところで彼女たちに理解してもらうことは無理だと悟ったからだ。

「そうそう。彼女、菅野って名前だったよね。あまり話したことはないけど、真面目そうな人だなって思ってたからすごく意外だった」

「見た目はそうかもしれないけど、こんな騒ぎになっていても秘書として何食わぬ顔で働いているし……私だったら常務に申し訳なくてすぐに退職願い出すのに」

　十五階に到着すると、ふたりは新たな言葉の棘を美月の心に深く突き刺しながら渚とともにエレベーターを降りていく。

　なかなか美月の足は動かなかったが、このまま逃げるわけにいかないという思いが芽生え、やっと気持ちが前に動きだす。「すみません、降ります！」と閉まりかけた扉を手で制して、美月はエレベーターを飛び出したのだった。

　ここ数日、沢山の非難の視線や陰口に晒されながら如月常務の秘書として働いていたのだ。平気でいられたわけがない。

　そして武琉と再会して、この会社で彼と一緒に働きたいという思いが強くなることもなかった。逆に、情けない自分をこれ以上晒したくないという思いの方が勝ってしまったのだ。

　ＫＪコーポレーションに縛られる理由などなにもなくなった今、美月が選んだ選択肢は……退職だった。

　秘書室長に呼び出された時、場合によっては如月常務の秘書を外れてもらうことになるかもしれないと、美月はすでに言われていた。

　その時思ったのだ。このまま如月常務の秘書を続けることになったとしても、もしくはどこかに異動になっても、今回の騒動のことはきっとどこまでも自分について回るだろうと。それならばいっそここを飛び出して、新しい場所でゼロから始めたい。美月はそんなことを考えるようになり、今日はその話をさせてもらうつもりで、退職願もしたためてきた。

　相棒と呼べるくらい長いこと使ってきたバッグの中に、覚悟の詰まったそれが入っている。美月はバッグを持ち直して、前だけ向いて進んでいく。

　しかし、自分のデスクの前に如月常務と秘書室長の後ろ姿が並んでいるのを見つけた瞬間、美月の勢いが急速に削がれていった。

　すぐ隣が執務室なので如月常務がいても不思議ではないのだけれど、秘書室長が朝一でそこにいることはまずない。

　怖気付きそうになるけれど、逆に話を切り出すための良いチャンスではないかと考え直して、美月は止まりそうになっていた足を無理やり前へと進ませていく。

「まさか本気で言っているんですか？」

　美月は何かに焦っているような如月常務の声を耳で拾い、きっと自分の話でもしているのだろうと予想しながら「おはようございます」と声をかけた。

　ふたりが振り返ったその瞬間、彼らの向こうに見えた姿に美月は目を大きくさせる。

　なぜか、武琉が美月のデスクに頬杖をついて座っている。どうしてそんな状況になっているのか見当もつかなくて、美月は如月常務と秘書室長を交互に見た。

　如月常務は困惑した顔をし、秘書室長は呆れているような表情を浮かべている。ふたりがなにも言わないため美月も言葉が見つからず、そのまま武琉へと視線を戻した。

「菅野さん、おはよう」

　目があった瞬間に、武琉がにやりと笑った。それに対して美月はぎこちない微笑みしか返せないままに「おはようございます」とお辞儀をする。

「さっそくで悪いんだけど、準備を頼む」

「……準備、ですか？」

　突然の要求に美月が首を傾げると武琉はすっと椅子から立ち上がる。そして、机上に置いてあった美月には見覚えのない大きなボックスをぽんぽんと叩いてみせた。

「自分の荷物をこれに」

　そのひと言から社から出て行けという意味だと判断し、美月は小さく頷く。

「……わかりました。すぐに荷物をまとめます」

　すぐに武琉の横に立って蓋のない箱と向き合ったが、荷物をまとめる前に退職願を渡しておくべきかもしれないと美月はバッグの中をゴソゴソし始める。すると、心なしか顔色の悪い如月常務が、武琉を真っ直ぐ見つめたまま話しかけた。

「どうして菅野くんなんですか？」

「彼女だと思ったから、願い出たまでです。なにか問題でも？」

　淀みなく答えた武琉から逆に問いかけられ、如月常務は口ごもる。自分が関わっていることはわかるのにふたりの会話の意味することが見えてこなくて戸惑う美月に、秘書室長が落ち着いた声音で説明する。

「菅野さん、実は朝一で辞令が出たのだけれど、……あなたは古城専務につくことになったのよ」

「……え？　古城専務に……わ、私が？」

　頭の中でたくさんの疑問符を浮かべながら美月が武琉を見ると、武琉は美月へと得意げに笑いかけてくる。

　武琉の秘書になる。彼の表情から冗談を言っているようには思えない。しかし、思いもよらない展開に動揺で身動きが取れなくなった美月にはその言葉を無邪気に受け止めることも難しかった。

　表情を強張らせたままの美月に、武琉はわずかに眉根を寄せる。

「そんなに驚くことか？」

「……はい。どこかに異動になるものだとばかり思っていましたので」

　そうなると思っていたからこそ、覚悟を決めて退職願を準備してきたのだ。

「まぁいい。不満があるなら後で聞くから、まずは荷物を」

「ふっ、不満なんてそのようなものは全く」

　武琉のぼやきにとっさに言葉を返して、美月は自分の本音に気づかされる。

　彼のそばで働くことに対してなんの不満もない。逆に、退職という選択肢の存在感が薄くなるほど嬉しくて、光栄にすら感じてしまうような話だ。

　繰り返し荷物をまとめるように武琉に促され、美月は戸惑い混じりに「はい」と返事をする。机上に置かれているペン立てやらメモ帳、引き出しの中のファイルなどを手当たり次第にボックスの中へと投入していく。

「提出しなくちゃいけない書類がいくつかあるの。私があとで持っていくわ」

　最後に荷物の上へと持っていたバッグを重ね置いてから、美月は秘書室長へと身体を向けて「よろしくお願いします」と畏まった様子で頭を下げた。

　そんな美月に微笑みかけたあと、秘書室長は武琉に「失礼します」とお辞儀をしたのち、踵を返して颯爽と歩き出す。

「如月常務……あの……いろいろとお世話になりました」

　歯切れ悪く話しかけた美月に対して、如月常務はなにも言わずに不満げな眼差しを向ける。今回の配置換えに納得がいっていないことがはっきり伝わってきて、美月は困り顔で瞳を揺らした。

　しかしすぐに横から「行くぞ」と声がかけられ、美月はホッとする。如月常務に軽く頭を下げてから慌ててボックスを両手で抱え持ち、すでに歩き出している武琉の後を追いかけた。

　ズシリとした重みに眉根を寄せて歩いていくと、視線の先で同じようなボックスを持った女性の姿を捉えて美月はドキリとする。

　渚だった。彼女はわずかに足を止めて武琉にお辞儀をした後、すれ違いざまに美月をちらりと横目で見た。

　思わず美月は足を止めて振り返り、その後ろ姿を目で追いかけた。渚は如月常務の前で足を止めなにやら話しかけた後、昨日まで美月が使っていたデスクにドンと音を立ててボックスを置く。

　如月常務の次の秘書が渚だとわかり、さきほどエレベーターの中で聞いた配置換えの話を思い出す。自分が抜けた場所には渚がつくことになったのだろう。

　すれ違いざま向けられた眼差しから、期待していただろう古城専務の秘書になれなかったことに不満を感じていることは分かる。しかし今目の前にいる彼女の様子から、お気に入りの如月常務の秘書につけたことを誇らしく思っていることも分かった。

　このまま自分への風当たりも弱まってくれるといいのだけれどと小さく息をついた時、耳元で低く囁きかけられた。

「あいつと離れるのがそんなに名残惜しいのか？　あまり俺を妬かせないでくれ」

　感じた吐息と甘く響いた声音のくすぐったさに、美月は反射的に「ひゃあ！」と声を発して脇へと一歩ずれた。

「……たっ、……古城専務っ！」

　武琉先輩と親しげに呼びかけそうになるのを必死に堪えて、美月は抗議の視線を向ける。しかし顔が赤らんでいるためかそんな抵抗もいまいち効果がなく、武琉は可笑しそうに肩を震わせただけだった。

　美月もしかめっ面を崩して笑いそうになってしまったけれど、周囲から怪訝な目を向けられていることに気づいた瞬間、表情を青くさせた。

　しかも如月常務や渚までもが自分たちを見ていたため、収まりかけていた恐怖心が美月の中で首をもたげた。

　武琉も周囲を見回し、そして身体を強張らせてしまった美月に視線を止めて一歩踏み出した。

「それ、貸して」

　そう言って、美月の手から軽々とボックスを取り上げると、武琉はひとりさっさと歩き出した。

「古城専務っ！　大丈夫です、持てますから！」

「けっこう重いんだから、ここは俺の好意に甘えてくれていい」

　すぐさま美月は武琉を追いかけボックスを取り返そうとするが、さらりとかわされてしまい思い通りにいかない。

　美月は一旦足を止めて、後ろを振り向かず先へと進んでいく武琉の姿に小さくため息をついた。

　そして、背後からたくさんの視線を感じ気になりはしたけれど自分も振り返ることはせず、まるでちゃんとついてこいと言わんばかりにゆっくり歩いていく武琉のあとに続いたのだった。






　常務室と同じようにドアのすぐそばに設置されている秘書用のデスクの上へと、武琉は持っていたボックスを置く。そのまま彼が専務室のドアへと身体を向けたため、すぐさま美月はドアを押し開けた。

「荷物、運んでくださりありがとうございました」

「いや。それは俺がしたくてしたことだから……それより、バッグの中に入っている物、今は受け取らないから」

　そうきっぱり言いながら室内に入っていった武琉に対して美月はわずかに首を傾げたあと、ハッとし目を大きくさせた。

　バッグの中に入れてあった退職願を見られてしまったのだと気付いて、美月は大慌てで専務室へと足を踏み入れた。

　会話が外に漏れ聞こえないようしっかりとドアを閉めてから、美月は緊張の面持ちを武琉へと向ける。

「古城専務。そのことでお話があるのですが……」

　専務という役職が記されたネームプレートが置かれているデスクの手前で足を止めた武琉がゆるりと振り返る。彼の真っ直ぐな眼差しに捉えられて美月の頬が熱を持ち、鼓動まで速くなっていく。

　まるで相手の心を鷲掴みにするかのような目元の力強さは、高校の頃と変わらない。そんな場合ではないのに、武琉の整った顔立ちに見惚れてしまった自分に恥ずかしさを覚えて、美月はぎこちなく視線を外した。

「古城専務の……武琉先輩のそばで働けるのはすごく嬉しい。……でも、私じゃだめだよ。他の人に代えた方が良いと思う」

　これが最後になるかもしれない。だから、今だけ武琉先輩と呼ばせてもらいたい。

　そんな思いと共に、専務と秘書ではなく先輩後輩として昔のように少し砕けた口調で美月は自分の思いをぶつけた。

　場が静まりかえった。それはたった数秒ほどの沈黙だったが、美月にとっては気まずくて苦しい時間だった。

「どうしてそう思う？」

「武琉先輩には情けないところを見られているしなんとなく気づいているとは思うけど、……私、つい先日問題を起こしてしまって。そのことで、武琉先輩の足を引っ張ってしまうかもしれないから」

　あんなにも武琉との再会を願っていたというのにどうしてこんなことになってしまったのか。彼に断りの言葉を言わなくてはいけないことが、切なくてたまらなかった。

　武琉の秘書として働かせてもらえるのなら喜んで自分の時間を差し出すのにと、今になって辞めたくないという感情が美月の身体の中でざわざわと主張し始めた。

　落ち着かないままに美月が小さく息をつくと、武琉も静かに話し出す。

「その話は聞いてる。如月常務との浮気を疑った奥さんが会社に乗り込んできたんだろ？」

「知っていて私を秘書にすると決めたんですか？　いったいどうして!?」

「俺がみんなの反対を押し切ったんだよ。だって俺には、菅野が無実の罪をきせられて苦しんでいるようにしか見えなかったから。それに、そもそも俺の知っている菅野はそういうことをするようなタイプではなかったし」

「……武琉先輩」

　こぼれ落ちた美月の声は震えていた。誰も信じてくれなかったというのに武琉だけが自分に返してくれた気持ちがただただ嬉しくて、美月の目にじわりと涙が浮かぶ。

　武琉は昔から人の意見に流される事なく、自分の目で物事を見定めようとする人だった。そんな彼の真っ直ぐなところが、美月は本当に好きだったのだ。

　彼は変わっていない。だからこそ、自分も逃げずにちゃんと向き合わなくちゃいけないと思いを強くする。

　美月は目尻にたまった涙を指先で拭ってから、秘書として武琉と向き合った。

「古城専務、反対だというみなさんの意見は間違っていないと思います。何度も否定しました。けれど、女子社員は私が如月常務と不倫関係にあったということを真実かのように噂し合っていますし、男性社員もおなじく私のことをそういう目で見てきます。今回のことで、信じてもらうこと、信頼を取り戻すことの難しさを痛感しました」

「だから、辞めようと思ったのか？」

「……はい。この状態のまま働き続けることが苦しすぎて、私にはこれ以上は無理だと判断しました」

　湧き上がる切なさから身を守るように、美月は両手で自分の身体を抱きしめた。少しだけ間を置いてから、覚悟の続きを言葉にする。

「如月常務とのことが解決できていない私を秘書につけて、古城専務までも色眼鏡で見られ、立場まで傷つけるようなことになってしまったら……、いくら謝っても謝りきれません」

「俺のことまで考えなくて良い」

「いいえ、考えます。古城専務はこの会社にとって大切な人ですから。ＫＪコーポレーションには優秀な秘書が沢山います。マイナス要素のある私ではなく……っ!?」

　話の途中で突然武琉が美月に向かって歩き出した。表情を厳しくさせて一気に迫ってくる彼の迫力に気圧されて、美月は無意識に後ずさった。

　背中がドアにぶつかり、息をのむ。背中に感じるドアのひんやりとした感触と、目と鼻の先まで近づけられた整った武琉の顔、そして伸ばされた彼の手の先から聞こえてきたドアを施錠した小さな音。

　全ての感覚が否応なく研ぎ澄まされていく中、どくどくと速まる心音が美月の緊張をさらに高まらせていった。

「……あのっ……こ、古城専務？」

「今は退職願は受け取らない。三ヶ月経っても考えが変わらなかったらもってこい」

「でもっ……んっ」

　まるで反論は許さないとでも言うかのように、そっと武琉の指先が美月の唇に押し付けられた。美月の言葉が完全に途切れると、今度は両手で包み込むように武琉は美月の頬に触れる。

「自分の秘書は菅野が良いと、こいつじゃなきゃ嫌だと押し切ったんだ。だから菅野は身を引くのではなく……俺の見立てが間違っていなかったと周りに知らしめるために尽力してくれ。その方が何倍も俺のためになる」

　武琉の揺るぎない言葉は美月の心に温かく響き、新たな選択肢を与える。

　そして美月は、躊躇いと不安を抱えながらもその選択肢へとゆっくり手を伸ばしていった。

「……ほ、本当に……私で良いんですか？」

「あぁ。俺はお前のことをよく知っている。飛び交っている話が所詮噂に過ぎないことくらい容易に判断できる」

　美月は武琉の手から逃れるように身じろぎをしたあと、沢山の不安を募らせながらこれが最後だというような思いで質問をぶつけた。

「高校時代をよく知っている間柄だというだけで、私のことをそこまで信じて良いんですか？　十年以上の月日が流れているんですよ？　大人になればあの頃みたいにピュアなままじゃいられない時だってあるし……それに、煙の無いところに噂は立たないっていうじゃないですか。実際は如月常務と不倫しているかもしれないのに、それでも私をそばに置いておけますか？」

　言ったそばから、この発言で嫌われてしまうかもしれないと後悔が生まれる。返答を呼吸も忘れて待っている美月の両肩を、武琉はしっかりと掴んだ。

「わかった。だったら俺がこの目で、菅野が常務と不倫しているかどうかを見極める。仮に本当だったとしたなら、その瞬間常務との関係を断ち切らせるまでだ」

　はっきりと告げられた言葉に美月は胸を熱くさせる。そして、はにかんだ笑みを浮かべた美月と見つめ合ったまま、少し意地悪に武琉が微笑む。

「もう菅野は俺の秘書だ。他の男ではなく俺の世話をすること」

「……せ、世話？」

「そう。日本に戻ってきたばかりだから戸惑うことも多くていろいろ困ってるんだ。仕事もプライベートも関係なく、今日から俺の身の回りのことをすべてまとめてよろしく頼む」

　まずは呆気に取られた表情をし、続けて仕事やプライベートで自分たちが一緒にいる場面を想像して美月は顔を真っ赤にさせた。

　身の回りの世話には、家の掃除や食事の準備などといったものも含まれているのだろうか。入浴や就寝の準備まで頼まれたりしたらどうしようなどと、どんどん妄想がふくらんでいく。半裸だったりベッドに横たわる姿まで思い描いてしまったところで、美月はうろたえたように武琉から目をそらした。

　しかし、すぐさま武琉の細長い指が美月の顎を持ち上げた。

「そう。そんな風に、誰かに付け入る隙も与えないくらい、四六時中、俺のことで頭をいっぱいにさせておくこと」

　色っぽく囁きかけてきた武琉の身体を、美月は必死に両手で押し返す。

「だっ、ダメです！　そんなのもっと困ります！　それ以前に、古城専務のプライベートに立ち入るだなんて、そんなことがバレたらもっと大変なことになるじゃないですか！　大問題ですよ！」

　そもそも仕事上のパートナーなのであって、プライベートに深く立ち入るべきではない。如月常務の時もそれが原因で悔しい目にあっているのだから、同じことを繰り返さないよう肝に命じて行動するべきだ。

　そう頭ではわかっているのに、次の瞬間、美月の理性は簡単に吹き飛んでいった。

「わかってる。すべて覚悟の上で、俺は菅野を自分のそばに置くと決めたんだから」

　武琉のたくましい腕にきつく抱きしめられ、美月はそっと目を細めた。

　体重を預けてもビクともしない大きな身体。まるごと包み込まれているかのように全身で感じる彼の全てがとても頼もしくて、もうすでに美月の心は武琉への思いで溢れていた。






　美月が武琉の秘書になり、あっという間に一ヶ月が過ぎていった。

「苗なえ幌ほろフードの雪川様よりお電話が入っております」

　自分のデスクで受けた電話を執務室内にいる武琉へと繋いで、美月は再びパソコンのディスプレイへと視線を戻した。

　退職もせずこうして秘書として働き続けていることに対して陰で揶揄されているのは感じているが、そんな悪口を気にしている暇もないくらい美月は濃密な日々を送っている。

　それは全て武琉のおかげである。もちろん彼の仕事のスケジュールがタイトなため秘書業をこなすことに必死で周りを気にする余裕がないということもあるのだけれど、理由はそれだけじゃない。

　最初に言われた通り、彼の身の回りの世話までしっかりと遂行しているためだ。

　家の掃除をしておいて欲しい。ついでに洗濯も頼む。夕食を作っておいて欲しい。これからお昼ご飯は手作りのお弁当が良い。朝のモーニングコールを。起こしに来てくれても良いけど、大変なら住み込みでも構わない。……と、そんな感じで要求はとどまることなく増えていく。

　規定時間通りに仕事を終えると、その足で彼の自宅に向かう。渡されてる合鍵を使って部屋に入り、要求された通りに掃除や食事の支度をする。そうこうしているうちに家主が帰ってくるので、食事に付き合わされたあと車で送ってもらい帰宅するという毎日を美月は送っている。

　通い妻かなにかのように、みんなが憧れている武琉のプライベートに関わっていることに優越感を覚え、彼の中でほんの少しでも自分は特別な存在になれているのではと勘違いしてしまいそうになる。

　その度美月は、ただの秘書に過ぎないのだからしっかり立場をわきまえないとと、繰り返し自分を戒めているのだ。

　かちゃりと執務室の扉が開き、武琉が中から出てきた。そして美月のデスクの前で足が止まる。

「今夜、雪川さんと食事をすることになった。だから菅野さんも……今日は残業せずに退社してください」

　今夜は家に来なくて良い。言葉の意味をそう読み取り、美月は「分かりました」と武琉に返事をする。

　夕食に何を作ろうかとか今日は金曜日だから少しくらい長居しても迷惑ではないだろうかなどと頭の片隅で考えていたため、予定がなくなったことでぽっかりと心に穴が開き、虚しさが広がっていく。

　しかしそんな自分の胸の内を悟られるのも悔しくて、美月は武琉に微笑みかけて平気な振りをした。

　難しい顔をして美月を見下ろしていた武琉がなにかを言いかけた瞬間、デスク上の電話がなった。彼の口から出かかった言葉を気にしつつも、美月は素早くそれを受けた。

「浜島カンパニーの浜島様がお見えになりました。受付までお迎えに行って参ります」

　そっと受話器を戻して美月は椅子から立ち上がる。

「あぁ、そんな時間か。よろしく頼む」

　腕時計を確認した武琉に一礼して、美月は受付へと歩き出した。

　来客を武琉の元へと案内したあと、タイミングを見計らいつつお茶を出す。自分のデスクに戻って仕事を再開してもうすぐ一時間が過ぎる頃になり、そろそろ新しい飲み物を出そうかとそわそわし始めた時、電話が鳴った。

　それは武琉からで、すぐさま美月は立ち上がる。最後に武琉とがっちり握手をして満足げな顔をしている来客をエレベーターまできっちり見送ったあと美月は執務室へと舞い戻った。そしてソファーに足を組んで座っている武琉を二度見する。

「こ、古城専務。芳しくない顔をされていますけど……なにか問題でも」

　先程帰った客とは逆に、武琉は眉間にしわを寄せて難しい顔でなにか考え込んでいる。見送るために室内に入った時も和やかな雰囲気だったため、突然どうしたのかと疑問が膨らみ出す。

　美月と目があった瞬間、武琉は組んでいた足を解いて、意を決したかのように瞳をきらりと輝かせた。

「考えたんだけど、今夜……」

　美月もやや食い気味に見つめ返していたけれど、高らかに響いたノック音が言葉に被ったことで武琉は口を閉じた。そして返事をするよりも先にドアは開けられる。

「失礼する」

　入ってきた社長の姿を見て、美月は思わず息をのむ。「この大事な時に余計な問題を」と冷たくぼやかれたあの時から、社長に対してすっかり苦手意識を持ってしまったのだ。

　社長はまず息子である武琉へと目を向けてから、ちらりと美月を確認した。途端、美月は表情を強張らせる。テーブルのカップをトレーに乗せると、ぎこちなく頭を下げてからいそいそと執務室を飛び出した。

　ドアを閉めてから小さく息を吐く。そして逃げるように給湯室へと向かった。

　社長は頻繁に専務の部屋を訪ねてくる。その度、自分の存在が快く思われていないことを美月はしっかりと感じ取っているのだ。

　社長は如月常務と美月の噂が真実だと考えていて、問題のある秘書が自分の跡を継ぐ優秀な息子のそばにいることが気に入らないらしい。

　いや、本当であっても嘘だったとしても、騒ぎを起こすような秘書は息子にふさわしくないと思っているのだろう。

　心がちくちくと痛み、認めてもらいたいという思いが湧き上がる。それには、いつか武琉が言ったように仕事の面で見直されるように頑張るのが一番の方法だと思えたが、まだまだあたふたしている自分がその願いを叶えられるのはいつのことやらと気が遠くなる。

　それでも、美月はその遠い道のりをすでに歩き出している。あれほど辞めたいと考えていたのに、今は少しでも長く武琉の元で働けるようにと必死なのだ。

　これまでも、そしてこれからも、原動力の源は武琉という存在なのかもしれないとわずかに笑みを浮かべて、美月は使用済みのカップをホルダーから外し始めた。

「菅野くん」

　不意をつくように響いたその声音に、美月の肩がびくりと跳ねた。

「……き、如月常務。私に何かご用ですか？」

　戸口から焦りに満ち溢れた視線を注がれて、美月は背筋を寒くさせた。

「古城専務との仕事はどうだい？　冷たい態度を取られて困っていたりはしないかい？」

「いえ。そんなことはまったく！」

　美月の即答に気を悪くしたらしく、如月常務はほんの一瞬むっと顔をしかめた。しかしそんな表情もすぐにわざとらしい笑顔へとすり替わっていった。

「そうか。俺は君との仕事に慣れきっていたから、時々大変に感じることもあるのだが……菅野くんが現状に不満を抱いていないならそれで良いんだ。なんの問題もない」

　渚の顔を思い浮かべて、美月はやりきれない気持ちになっていく。憧れていた如月常務の素の部分を目の当たりにして、今彼女はどんな気持ちでいるのだろう。

　それとも自分のように浮気の隠蔽をさせられることもなく、充実した毎日を送っているのだろうか。

　物憂げに瞳を伏せた美月へと如月常務はゆっくり距離を詰めて、ひっそりと話しかけた。

「君は現状に満足していて、みんなもずいぶん静かになって忘れてしまったようだし、……俺のことを恨んでなんかいないよな？」

「如月常務のことをですか？」

「あぁ。妻のことで君には辛い思いをさせてしまっただろうから……だってほら、全てを話して誤解を解きたいとかなんとか言っていただろう？　もうそんなこと考えていないよな？」

　そこまで聞いて、やっと美月は如月常務が何のために自分の前に現れたのかを理解する。

　如月常務は自分が女遊びに明け暮れていることを美月にバラされるのではと気になってやってきたのだろう。

　それもそのはず、美月はそのことに関して知りすぎているし、身勝手な指示を並べたメールの文面を出されてしまった日には言い訳すら情けなく聞こえるほどに信頼が底に落ちてしまう。

　内心、声の届かない場所に美月が異動になることを望んでいたのだろうけれど、こうして社内に残ってしまい、おまけに自分よりも格上の人間に仕えているとなれば、いつか手痛いしっぺ返しをくらうことになるかもと不安に感じているのだろう。

　そばにいることで噂になったとしても覚悟の上だと言った武琉と、自分の保身のことしか考えていない如月常務。

　もう美月は自らの潔白を訴えるために告発しようと考えていなくとも、すべてを無かったことにしたがっている如月常務の態度への腹立たしさを止められなかった。

「如月常務は周りが静かになったと、本当に思っていらっしゃるのですか？　私はそうは思いません。みんな未だに私に対して偏見を抱いているのは目を見たらわかりますから」

「菅野くん、それは君の思い込みじゃ……」

　美月は持っていた紙コップを、苛立ちのままに勢いよく握り潰した。それを見て、如月常務はほんの一瞬怯みはしたけれど、すぐにいつもの調子で美月の肩へと手を回した。

「それは君がいけないのだろう。あんな騒ぎになったというのに専務の秘書として会社に留まるから、厚かましく思われたって仕方がない。なにが望みだ。ほら、言ってごらん」

　言い草への嫌悪感と触れてきた手の気持ち悪さに、美月は背筋を震わせながら身をよじる。

「なにが望みだなんて決まっているじゃないですか。私に構わないでください。こんな風にふたりでいるところを誰かに見られでもしたら、さらに誤解を産んでしまいかねません。これ以上如月常務に振り回されたくないんです」

　美月に正直な思いをぶつけられ、如月常務は眉間のしわをさらに深くさせた。そしてずずっと威圧的な顔を近づける。

「……なんだその言い方は。役立たずなお前をここまで一人前に育ててやったのは誰だと思っているんだ。この俺だぞ！　この恩知らずが！」

　如月常務に肩を力強く掴まれて美月は痛みで顔を歪めた。そして、目の前で怒鳴りつけられたことで身体も萎縮する。悔しさよりも恐怖が勝ってしまい、なにも言えなくなってしまった美月の代わりに、違う誰かが声を発した。

「如月常務。俺の秘書がなにか問題でも？」

　背後からかけられた冷ややかな声に如月常務の顔が一瞬で青くなる。一拍置いて、如月常務の手が震えを伴いながら美月から離れていった。

「こ、古城専務。い、いえ。問題なんてそんな。ただ私は、しっかりやっているかと世間話をしていただけですよ」

　目の前から如月常務が退くと同時に、美月は武琉へと縋るような眼差しを向ける。武琉は美月をしっかりと見つめ返した後、ふっと嘲笑う。

「あなたにとっての世間話がどんなものかは知りませんが、俺の秘書を怯えさせることだけはやめていただけますか？　とても気分が悪いので」

　言葉で冷徹に斬りつけられて、如月常務の顔色が一気に悪くなっていく。しどろもどろで目を泳がせている如月常務を一瞥してから、武琉は美月に向かって手を差し伸べた。

「仕事に戻るぞ」

「はい！」

　わずかに表情を柔らかくさせた武琉だけを見つめて、美月は一直線に飛び出した。

　横に並んだ美月を支えるように武琉は細腰へとそっと手を回し、改めて如月常務へ顔を向ける。

「そろそろ、自分がどれほど秘書としての彼女の有能さに甘えていたかを実感している頃かと思います。でももう彼女はあなたの秘書ではない。これまで同様自分の都合で彼女を動かすことはできないということを、よく覚えておいてください」

　そこで武琉は射抜くように如月常務を睨みつけ、声音に鋭利さを纏う。

「彼女を脅しにかかるようなことがあれば、その時は俺も黙っていない」

　如月常務が目を大きく見開いたままごくりと唾をのむ。

　美月も驚きと戸惑いの中、武琉の端整な横顔をじっと見つめていたが、彼に促され共にその場を離れ出すと嬉しさで徐々に心が騒めき始めた。

　少し足早に廊下を進みながら美月は小声で隣を歩く武琉へと問いかけた。

「古城専務は社長とお話をされていたはずじゃ。どうしてここに？」

　訪ねてきた社長は深刻そうだったのにもかかわらず、話はすぐに終わったのだろうか。そんな疑問を込めての美月からの質問に、武琉は少しためらいがちに答えた。

「あぁ。さっきのは俺に念を押しにきただけで、すぐに帰った。……それより、父さんの態度で美月に嫌な思いをさせたかなって。急いで来てみたんだけど」

「ありがとうございます。おかげさまで私は平気です」

　微笑みながら共に執務室へと戻り、美月は肩の力を抜く。社内で唯一、この空間に武琉とふたりっきりでいる時だけは、気を張らずにいられるのだ。

　すると武琉も、ソファーに腰を下ろすと同時に気だるげなため息をついた。

「実は今夜の食事が憂鬱なんだ。父さんもいろいろうるさいし」

　彼の口から発せられたため息の理由に、美月は「大変ですね」と表情を曇らせる。

　自宅にいる間も、武琉はもっぱらノートパソコンに向かって仕事をしている。ＫＪコーポレーションの後継者の彼に気の休まる瞬間などないのかもしれない。

　そんな風に想像すると、せめて自分と一緒にいる時くらいはくつろいで欲しいと思わずにはいられなくなる。

「私も今夜は少し寂しいです。武琉先輩のお世話ができないから」

　呆気に取られている武琉に気が付き、思わず言ってしまった自分の言葉に美月は赤面する。

「な、なんて、冗談です！　失礼します！」

　美月はしどろもどろで言葉を追加させ、ぎこちなく頭を下げてから、大慌てで執務室を後にした。

　武琉は閉じたばかりのドアをじっと見つめた後、嬉しそうに肩を揺らした。






　今日はそのまま自分の家に帰ってゆっくりしようと思っていたのだが、会社を出た途端気が変わり、美月はずっと気になっていたパウンドケーキの専門店に立ち寄る。

　いくつか購入すると、今度はその足で武琉の暮らすマンションへと向かう。

　都心の一等地に立つ真新しい十二階建てのマンションは、重厚感のある外観や大理石であしらわれたエントランスホールで、何度訪れても美月は圧倒される。

　そわそわしながら武琉の部屋がある十一階でエレベーターを降り、今日は許可をもらっていないからか勝手に家に上がることに対して胸をドキドキさせながらドアを開けた。

「お邪魔します」と声をかけつつ家に上がると、美月は勝手知ったる足取りでリビングへと進んでいく。テーブルの上にパウンドケーキが入った紙袋を置くと同時に、三人くらい余裕で座れるだろうレザーソファーへと腰を下ろす。

　バッグからメモ帳とペンを取り出して、なんて書き残そうかと考えを巡らせた。

　疲れているだろうから甘いものでもと考えて、パウンドケーキを一本買ってきたのだ。少し大きめのサイズを購入したのは、ひとりでは食べきれないだろうと見越してのこと。

「せっかくだから一緒に食べよう」と武琉から誘いの電話をもらえたら、休日の明日も一緒にいられるかもしれない。

　そんな期待に胸を膨らませて、「良かったら、食べてください」と書いたメモを紙袋に添えた。

　満足の笑みを浮かべたあと、何気なく部屋の中を見回して「そうだ」と思いつく。

　憂鬱な食事から疲労困憊で帰宅するだろう彼が早めに眠りにつけるよう、できることをやっておこうと美月は動き出す。

　お風呂の準備を済ませてベッドも整え終えて、ひとりなのを良いことに達成感を噛み締めながらソファーにごろんと身を横たえた。

「何時ごろ帰ってくるのかな」

　視界に入った時計の針が午後九時ちょうどを指しているのを見つめながら、美月はぽつりと呟く。

　武琉が帰宅する前に帰らなくてはと身体を起こした瞬間、スマホがなった。美月は手を伸ばし、バッグからスマホを取り出す。そして表示されている名前を目にし、即座に姿勢を正した。

「はいっ！」

「元気だな」

　武琉の優しい声に、美月の胸は否応なしに高鳴っていく。

「食事は終わったんですか？」

「あぁ、ついさっき。美月は家？　何してる？」

「え？　家……はい。家でいろいろと」

　武琉からの質問でドキドキがソワソワへと変化する。美月は室内に視線を走らせながら落ち着かないままに返事をした。

「なんか喋り方変だけど。……まさか男と一緒とか？」

「そんなわけないじゃないですか！」

「だったら、今どこにいる？　会いたいんだ。迎えにいくからドライブでもどう？」

　武琉の家にいるとは言えず、完全に美月は口ごもってしまう。

「嫌ならいい」

「嫌じゃないです！　怒らないで聞いてくれますか？　……実は今、古城専務の家にいます」

　非難されるのを覚悟して偽りなく打ち明けると、電話のむこうで「え？」と驚きの声が発せられ、美月はぎゅっと目を閉じる。

「あの決してなにか盗もうとかそういうことではなくて、甘いものとかどうかなとか、帰宅してお風呂沸いてたら嬉しいかなとか、そういうお節介的な……勝手に入ってごめんなさい！　今すぐ出ます！」

「いや、いい！　そのまま俺の家にいてくれ。十五分で帰る」

「あの、古城専務。あのっ……」

　一方的に電話は切れた。怒られなかったと戸惑う傍、待てと言われたことで美月はそのままソファーから動かずにスマホを握りしめ続けた。

　そして本当に十五分ほどでがちゃりとドアの解錠音が鳴り響き、美月は反射的に立ち上がる。慌てて玄関へと走ってきた美月の姿を見て、武琉は「ただいま」と微笑んだ。

「俺のこと待っていてくれたの？　可愛いことしてくれる」

「別にそんなつもりじゃ」

　くくっと笑い声をあげながら、武琉はジャケットを脱ぎつつ寝室へと向かう。美月ももちろん彼を追いかけて、ベッドとサイドテーブルくらいしか置かれていないシンプルな部屋へと足を踏み入れた。

　クローゼットにジャケットをかけながら、武琉が気だるく息をつく。

「大丈夫ですか……顔がすごく疲れてますけど」

「自分の望むように物事を進めようとしても邪魔が入る。どう対応するのがベストかわからなくてもうダメなのかと思っても、やっぱり諦めきれなくて」

「きっと大丈夫です。今日はダメでも、絶対挽回できる日がやってきます。武琉先輩は昔から誰よりも努力していたし、努力するだけじゃなくて、ちゃんと良い結果につなげることもできる人ですから。私はそう信じてます」

「……美月」

　名を呼ばれたことにトクリと鼓動が跳ねた。そして歩み寄ってきた武琉に優しく腕を引かれ、そのままきゅっと抱きしめられる。

　シャツを通して聞こえてくる心音が心地よくて美月は胸元に頬を寄せたまま目を閉じたが、ふいに香ってきた匂いにハッとして武琉の身体を両手で押し返した。

「やっぱり帰ります」

　不機嫌にそう告げて腕の中から出ようとしたが、すぐに武琉の両腕に腰元を引き寄せられ、先程よりもきつく抱きしめられた。

「ごめん。もう少しだけこのままで」

　美月はその場に止まるも、しかめっ面で武琉を見上げる。

「古城専務……良い匂いがする。女性と会っていたんですね。服に香水の匂いがつくほど密着しながら」

　ほんの一瞬武琉は目を大きくさせたが、美月の表情から嫉妬から出た言葉だと気がつき、ふっと口元に笑みを湛えた。

「たしかに女性もいた。挨拶がわりのように抱きついてきた……けど、こういうことはしていない」

　次の瞬間、美月の唇に柔らかなものが押し付けられた。

「キスは美月としかしない」

　驚きで身動きができずにいる美月へと、優しい口づけを繰り返す。

　頭はぼんやりしているのに、少しずつ美月の身体の奥底が熱くなっていく。

　大学生の時、三ヶ月だけ男性とお付き合いしたことがあった。キスはしたけれど、体を重ねたりなど深い関係までには至らなかった。それはたぶん、キスすらしたくなくなったからだと美月は考えている。

　自分は男性とのスキンシップ自体興味がないのだと思っていたけれど、どうやら違うようだった。武琉の温かくて柔らかな唇に触れられると気持ちが良い。今まで感じたことがない甘美さにうっとりとさせられながら美月は瞳を閉じて、武琉の腕に触れる。

「……んんっ」

　ぬるりとした感触が口内に侵入し、美月の肩がぴくりと跳ねた。角度をかえて深く唇を塞がれて、美月はためらいながらも武琉の舌先へと自分の舌を絡めた。

　そっと唇を離して、熱っぽい瞳で見つめ合う。武琉の唇が濡れていることに気がついて、やっと彼とキスをしたという実感が湧く。赤らんだ美月の頬に、武琉は愛しいものへ触れるようにそっと口付けた。

「香水の香りなんか気にならなくなるほど、美月の匂いで俺を満たして欲しい」

　武琉は外したネクタイを床に落とすと、おもむろにワイシャツのボタンを外して惜しげもなく筋肉質な胸板を晒す。

「あのっ……そんな、だめです。いけません」

　逞しい身体から目をそらした美月の耳元へと武琉は顔を近づけて囁きかける。

「抱きしめたから美月にも香水の匂いが移っているかもしれない。だから美月も、余計なものなんて脱ぎ捨てて。俺が満たしてあげるから」

　甘美な響きにぞくりと身体が震えた。ブラウスのボタンへと伸びてきた手に触れて、美月は「だめっ」と小さく訴えたが、それは甘えたような声にしかならなかった。

　ゆっくりボタンが外され、ブラジャーのレースとふっくらとした胸の谷間があらわになっていく。するりと肩を滑らせながら、武琉の手によって役目を失ったブラウスが美月の足元へと落とされる。

　胸元を両腕で隠す美月の姿をじっと見つめていた武琉が艶やかに息をつく。

「……武琉さん……恥ずかしいから見ないで」

　美月はどきどきしながらそう呟いた。あられもない姿を武琉に見られているだけでなく、初めて武琉を下の名前で呼んだことにも鼓動が速くなっていく。

「美月。すごい可愛い」

　武琉は自分の中で荒ぶり始めたもどかしさを伝えるように、美月の唇を少し強引に奪った。ぴちゃりと音を立てながら舌先を絡めて、そしてブラジャーの上から胸の形をなぞるようにやわやわと触れる。

　受け止めるだけで精一杯だった美月に甘い吐息が混ざり出した時、武琉の手によって器用にファスナーを下されたスカートが足元へ落下し、おまけにブラジャーのホックまで外されてしまう。

　うろたえた美月の足が半歩後退するも、それを阻止するように武琉の左手が細腰をぐっと引き寄せた。

　このままでは、一線を越えてしまう。抵抗しなくちゃと思うのにできなかった。武琉となら……という思いが美月の思考を停止させていく。

　熱くなった美月の肌の上を武琉の指先がするすると移動し、柔らかな膨らみを捉えた。味わうように揉み、存在感を増し硬くなった胸の先端を指先で弄ぶ。

「……あっ……武琉さんっ……んんっ、だめっ」

「その声も、胸も、敏感なここも、全部たまらない」

　ブラジャーを奪い取られたあと武琉に熱く囁きかけられ、美月の身体を甘い痺れが走り、じわりと熱を産む。

　首元に顔を埋めて、リップ音を立てながら口付ける。時折舌先でなぞりあげられ、湧き上がる快楽にたまらず身をよじると武琉の唇が徐々に降下し、美月の胸の頂を口に含んだ。

「……はあっ、ん……いやっ……」

　舌先に転がされ飛び出した自分の甘ったるい声に羞恥心が掻き立てられ、余計に身体が熱くなっていく。

　武琉の手がショーツに入っていくのを感じて美月は腰が引けそうになるが、それよりも先に、武琉の指先が茂みの中を探り出す。

　秘部からぬるりとにじみ出てきたものを指先でなぞりあげ、武琉が艶めいた瞳で美月を見た。

「もうこんなに濡れてる。俺がいない間、ひとりでなにかしてたの？　美月のエッチ」

「……んっ……もうっ、ちがうっ……そんなことっ」

「違う？　だって、こんなにだよ？」

　ぬるりと濡れそぼった美月の中へと、武琉の指先がぐちゅりと音を立てて差し込まれた。

　その瞬間感じた痛みに、美月は表情を歪めた。武琉はわずかに動きを止めたあと、中を探るように少しずつゆっくり、奥へ奥へと進んでいく。

　膣壁を指先でこすりあげられたり、指を抜き差しされるごとに、たしかにあった痛みが気持ち良さへとすり替わっていった。

　胸の突起を舐める舌先、絶え間なく響く艶音に確実に気持ち良い箇所をついてくる愛撫、しっかりと聞こえるほどに美月の愛液が武琉の指にまとわりつく。

「あああぁぁっ！　だめぇっ！」

　中を激しくかき乱され、美月は武琉にしがみつく。

「すっごい溢れてくる。しかも締め付けてくるし。俺の指、そんなに気持ちいい？」

「そんなことっ、してない……やああんっ！　やめてぇっ」

　ぐぐっと侵入する質量が増したことで刺激が強くなり、美月の足がかくかくと震え出す。

「いやらしいこっちの口は、指をたくさん咥えて喜んでるよ？」

　問いかけても、美月の口からは淫らな声しか出てこない。それに呼応するように、美月の喘ぐ様を見つめる武琉の息遣いも乱れ始める。

　たえられなくなり武琉の首元に手を回して美月がきゅっと抱きつくと、武琉は嬉しそうに名を呼びかけて、そのまま横抱きにして歩き出す。

　甘美な熱に浮かされながら、美月はぼんやりと武琉を見つめる。

　その唇でもう一度触れてほしい。たくましい腕で力強く抱きしめてほしい。綺麗なその手でもっと淫らなことをしてほしい。

　欲望が膨らみ、武琉の指の感触が残る下腹部が疼きだす。「武琉先輩」と切なげに呼びかけると、武琉が美月の額に口付けた。

　先ほど自分が整えたベッドへと美月は降ろされる。そのまま武琉は己が纏っていた全てを脱ぎ捨てると、すぐさま美月の素肌へと肌を沿わせて、唇を繰り返し重ね合わせた。

「俺、美月のことまた好きになっちゃったみたいだ。ずっと美月と、こうなりたかった。たまらない。もっと味あわせて……もっと、もっと……」

　美月の胸を揉みしだきながら、さきほどよりもそそり立っている双方の突起を貪る。先端を指先でこすりあげられるたびに美月は快感に震え、喘ぎ声も淫靡さを増していく。

　武琉の顔が胸から離れると、同時に移動した手が難なくショーツを奪い取り、そして膝を抱えるようにぐいと持ち上げ甘美な蜜を滴らせている美月の淫靡な部分を露わにさせた。

「やあああっ！　だめえっ！」

　羞恥に満ちた声が上がると同時に、先端を尖らせた舌先が美月の中へと沈み込み、時折いやらしい音を立てながら、赤く熟れたそこを味わい尽くそうとする。意思を持って動く生ぬるく柔らかな感触に、美月は何度も身体を跳ねさせた。

　たっぷりと愛撫されてヒクヒクしている蜜壺は続けて細長い指をのみ込む。武琉に指先で内部をこすりあげられて瞬く間に美月は快感に飲み込まれていく。

　愛液にまみれた指にぷっくりと膨らんだ蕾を刺激され、ぞわりと何かが美月の足元から這い上がってくる。

　いやいやと首を振っても、武琉の欲情はおさまらない。美月の身体に優しく口づけを落として痺れるような熱を植え付けながら、「美月」と艶やかな声で繰り返し囁きかける。

　不意に身体が離れ、苦しいほどに与えられていた快楽から解放される。自分の中に渦巻く淫らな余韻を逃すすべを持たない美月は、ここでやめないでほしいと焦がれながら涙で潤んだ瞳で武琉を見つめた。

「良い？」

　武琉から掠れ声で許しを請われても最初は何かわからずにいた美月だったが、枕元にあった小さな袋から取り出したそれを、武琉が己の大きくそそり立つそれにあてがったのをみて、急に怖くなる。

「武琉さん……私、はじめて……だから」

「うん。気付いてる。大丈夫、美月に合わせるから」

　優しく口づけをかわすと、武琉の指先が美月の胸の頂を丁寧になぞりあげた。

　途端、美月の口からも甘い声が溢れ出す。たしかに怖いと感じていたのに、再び敏感な箇所に刺激を受けただけで悶えるような熱が一気に広がり、美月の思考を奪っていく。

　腰を抱えられると、艶めかしい熱をまとった硬い質量が蜜で濡れそぼった入口へとあてがわれ、じわりじわりと美月の中に入り込んでくる。

　感じたことのないほどの圧迫感に美月は大きく息をつき、ぐぐっと沈み込むたびに襲われる痛みに顔を歪めた。

　最初こそそれに耐えるのに必死になっていたが徐々にそんな苦痛はのみ込まれ、武琉の律動に合わせて甘ったるい感覚が湧き上がってくる。

「美月の中、すごく気持ちいい」

　薄く目を開けた美月の視界に、緩やかに腰を動かしながら自分たちの繋がった部分を見つめている武琉の顔が映り込む。色っぽさに満ち溢れた彼の恍惚な表情に引き込まれるように、美月も行為の気持ち良さにのめり込んでいく。
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「聞こえる？　美月のいやらしい音」

　ゆるやかに腰を打ちつけてクチュクチュと卑猥な水音を立てながら、武琉は乱れる美月の姿を満喫するようにたっぷりと視線を注ぐ。

　武琉の眼差しに羞恥心が刺激され、美月は荒く息を吐きながら火照った顔をそむける。

「だめ、隠そうとしないで。誰が美月を気持ち良くしているのかをもっと俺に分からせて」

　言い終えると同時に、武琉の腰使いが速くなっていく。打ちつけられる灼熱の塊が存在感を増していき、押し寄せてきた堪えがたい快楽の波に美月は飲み込まれていく。

「……んんっ！　だめっ。いいっ……武琉、のっ……すごく、気持ちいいっ！」

　箍が外れた身体は、もう思い通りにはいかない。ただただ喜びと刺激だけを求めて激しく深く繋がり合う。

　最奥へと打ち付けられた瞬間、美月はしっとりと汗で濡れた逞しい武琉の腕をすがるように掴んだ。まるで電気が走ったかのように、美月の視界に光が走る。

「武琉さんっ……あああっ！　だめっ……やああっ！」

　ざわりとこみ上げてくる快感に美月の身体に不自然な力が入り、切なく声をあげる。

「美月……美月っ……」

　それに答えるように、肌と肌の打ち付ける音がより一層激しさを増していく。

　眩い光と共に全てが弾け飛び、美月は一際甘い喘ぎ声を発しながら快楽の果てへ落ちていった。

















二












　会社の前で車を降りて、美月は武琉とともに会社の一階エントランスを抜けていく。

「この後十四時半に、芳田出版の山内様が来社されます。……それから再来週行われる海外支社での会議の件、改めて専務にもウェブで参加してほしいとメールが来ておりました。いかがなさいますか？」

「わかった。会議は参加すると返信を。再来週は出張が有ったよな。それも含めて、予定の調整を頼む」

「かしこまりました」

　美月は手帳へと今しがた言われたことをしっかり書き込みつつ、エレベーター前で足を止めた武琉の後ろで立ち止まる。

　すぐに扉が開き、誰も乗っていないエレベーターへと武琉に続いて乗り込んだ。

　横に並び立ち手にしていたバッグへと手帳を入れてから、美月はちらりと武琉の端整な横顔を盗み見る。少し伏し目がちでなにかを考えている顔はとても素敵で一瞬で引き込まれていく。

　しかしスーツ越しに腕や胸元の筋肉の厚みを感じ取ってしまうと先週末の甘い一夜を思い出し、美月はそわそわと落ち着かなくなってしまう。

　土曜日も夕方までは一緒だった。その間まるで恋人のように寄り添っていたため、美月はしばらく夢見心地のまま浮かれていたのだけれど、木曜日となった今日はそれとは違う感情に襲われていた。

　月曜からずっと武琉に大丈夫と言われ続け、彼の家に家事をしに行っていないのだ。

　もっと親密になりたい。彼との温かな未来を思い描かずにいられなかった美月は、避けられているのではと感じてしまい次第に疑心暗鬼に陥っていった。

　身体を重ねたことを後悔していて、この先専務と秘書という関係以上になることは二度とないという武琉の意思表示なのかもしれないとまで考えてしまい、美月は気落ちする。

　身体を許したのは、武琉だったから。彼と再会し、美月の思い出の中にあった淡い恋心は、胸を焦がすほどの確かな恋情へと変わっていた。

　武琉が好きだと強く実感している今、彼に初めてを捧げたことを美月は少しも後悔していない。

　しかし美月の目には、武琉はそうではないように映っているのだ。

　思わずため息をついた美月へと、すぐに武琉の瞳が向けられる。

「どうした？」

「えっ？　……いえ、別になにも」

「エッチをした後から冷たくないですか？」とはとてもじゃないが言いだせず、美月は軽く首を横に振る。

　エレベーターが十五階に到着したため降りようと動き出した美月の手を、武琉が掴んだ。

　驚き振り返ると同時に、美月は自分を見つめる武琉の真剣な眼差しに捕らえられ動けなくなる。

　じっと見つめ合うふたりを隠すように、エレベーターの扉が静かに閉まっていった。

「言えよ。その顔は何かあるだろ？」

　低く響いた求めに対して、美月は目を泳がせる。しかし、自分の手を掴んでいる武琉の大きくて温かな手に視線を留めて、やや間を置いてからぽつりぽつりと気持ちを言葉にしはじめる。

「少し……ほんの少し、寂しいなって思っただけです」

「寂しい？」

　言葉の意味がわからないと不思議そうに首を傾げてみせた武琉を、美月は真剣な顔で見つめ返した。

「もしかして、私のこと面倒だと思い始めていますか？」

「え？　俺が？　菅野を？」

「身の回りの世話をしろって言っておいて、どうして家に呼んでくれなくなったんですか？　……もしかして、私を抱いたこと後悔していますか？　やることはやったから、だからもう私は家に呼ぶ必要もないってことですか？」

　心の奥底に隠しておいた思いまでをも吐露してしまい、美月はすぐに後悔する。

　自分の今の言葉を認められてしまったら、……後悔していると言われてしまったらと急に美月は怖気付き、武琉から目を逸らした。

　その瞬間、武琉の両手が美月の頬をふわりと包み込む。自然と美月の視線も上昇し、優しく微笑む武琉と視線がつながる。

「美月が欲しくて欲しくてたまらなくて自分の感情を持て余してはいるけど、後悔なんてしていない。するわけないだろ？」

　今度は美月が「え？」と聞き返す番だった。徐々に頬を赤く染めていった美月へと、武琉は熱い眼差しを注ぎ続ける。

「ふたりっきりになったら、嫌だと拒絶されようが無理やり抱いてしまうんじゃないかって、怖かったんだよ」

「そっ、そうだったんですね。邪魔に思われてたらって考えていたから、ちょっとホッとしました。……でっ、でも。そんなこと言ったって分かってますよ。古城専務は無理やりどうこうしようとする人じゃないってことくらい」

　焦り気味に美月が並べた言葉に武琉はふっと小さな笑い声をあげて、両手で包み込んだままの美月の顔との距離をゆっくり縮めていく。

「……いや。美月は俺に気をつけたほうがいいよ。隙あらば、所構わず、飢えてる俺に襲われちゃうから」

　軽く唇を押し当ててから、たまらないといった様子で吐息を熱く震わせながらもう一度唇を重ねる。ぴちゃりと音を立てながら舌を絡めて貪り合う。深く激しいキスに欲望を掻き立てられ、美月の息遣いも乱れ出す。

「んんっ。……もうっ。所構わず、なんて……だめですっ！」

「俺ももうだめ、限界。俺を煽ったんだから責任とって。今夜は一晩かけて俺を鎮めてよ」

　囁く声に自分を見つめる眼差し、立ち込める色香。武琉のすべてが甘い期待へとつながり、美月の胸を高鳴らせていく。身体がじわりと熱を帯びたのを感じ、彼だけでなく自分もまた欲しくてたまらなかったのだと思い知らされる。

　だからと言って、簡単に行きますと了承するのも恥ずかしい。美月が口をもごもごさせている間に、エレベーターがゆっくりと降下し始めた。

　ふふっと笑って隣に並び直した武琉の手を、美月は扉へと顔を向けたまま触れる。

「……武琉さんの家で待ってます。だから早く帰ってきてね」

　そして、約束ですよと言うように武琉の小指に自分の指をそっと絡めた。

「今日は意地でも早く帰る」

　武琉が嬉しそうに囁いたあと、ふたりはちらりと目と目を合わせて、同時に笑みを浮べる。そしてエレベーターが停止し扉が開くよりも前に、触れ合っていた手と手をそっと離したのだった。

　そのままエレベーターを降りずに十五階へと舞い戻り、武琉に続いて美月も急ぎ足でそれを降りた。

　表情を引き締めつつ歩みを進めていくと、廊下の途中で何人かがもみ合っているような姿を見つける。

　そこから女性の金切り声が飛んできて、美月は咄嗟にバッグを自分の身体で隠すように後ろ手に持ち直した。

　美月はその声を知っていた。まさかと目を凝らしてすぐ見つけた姿に口の中で苦さが広がっていく。

　エントランスでよく見かける警備員へと怒鳴りつけているのは如月常務の奥さんで、奥さんの傍に如月常務。三人から三歩ほど距離を空けて渚がハラハラした顔で立っている。

　そして騒ぎを聞きつけたのか、遠巻きに五、六人の社員の姿もあった。

　よりによってこんな時にと、美月は心の中で泣き言を漏らした。昨日いつも使っているバッグにコーヒーをこぼして汚してしまったため、仕方なく今日は以前如月常務との出張にあわせて買ったバッグを持ってきたのだ。

「なにごとだ？」

　武琉が騒ぎの手前で進む速度を緩めて声をかけた。このバッグが如月常務の奥さんや渚の目に止まって余計な騒ぎが起こらないようにと祈りつつ美月もゆるやかに立ち止まる。

　如月常務は現れた武琉に対してほんの一瞬口元を引きつらせたが、すぐに己の余裕を誇示するかのような微笑みを浮かべて見せた。

「こ、古城専務。うちの妻が、お騒がせしてすみません。すぐに下がらせますから」

　そう言って、如月常務は夫人の肩に手を回して騒ぎが大きくなり始めているこの場から強引に連れ出そうとしたが、その態度が気に障った婦人に大きく手を振り払われてしまう。

「誤魔化そうとしたって、すべてお見通しなのよ！　元秘書をここに連れてきなさいってば！　私はね、彼女はすぐにいなくなるってあなたが言うから我慢したの！　けどまだここで働いているっていうじゃない！」

　夫人がここで騒いでいる理由を知り、美月は息をのむ。以前、怒鳴られた記憶が脳裏に鮮やかに蘇り、どくどくと鼓動が重々しく鳴り響く。

　如月常務の浮気相手は自分ではない。その誤解だけはやっぱり解いておきたいと強く思った瞬間、不意に夫人の視線に捕らえられて美月は再び息を詰めた。

「……あんた！」

　一瞬で怒りが沸点に達したかのように、怒りに満ち溢れた顔を真っ赤にさせて、夫人が美月に向かって一直線に向かってくる。

「反省するどころか、いつまで主人につきまとうつもりなの!?　いい加減にしなさいよ！」

「やめろよ」と制止に入った如月常務を力いっぱい突き飛ばした夫人は、美月の目の前で足をとめて腕を組み、むっと睨みつけた。

　指先が震えるのを感じながら、美月はゆっくり首を横にふる。

「秘書を外れてから、如月常務とはほとんど接点を持っていません。言葉を交わしたのも数えるほどで……」

「嘘つき！」

　大声で怒鳴られて美月はびくりと身体を竦みあがらせる。

「先週の金曜の夜も、うちの主人と会っていたんでしょ？　今度はそのブランドのレシートが、金曜の日付でゴミ箱から出てきたわよ！　それが主人にねだって買わせたやつなんでしょ!?　本当のことを言いなさい！」

　違う。美月はその短いひと言すら発することができなくなっていた。懸命に否定しても受け止めてくれない悔しさでいっぱいだった過去が、あの時感じた苦しみとともにずしりと身体にのし掛かってくる。

　ひそひそと囁き合う声がどこからか聞こえてきたことで恐怖まで湧き上がり美月が顔を伏せた瞬間、カツリと武琉の靴音が小さく響いた。

「待ってください。金曜の夜、菅野さんは如月常務と会っていません」

　はっきりとそう断言しながら、武琉は美月の前へと進み出る。顔を上げて見えた大きな彼の背中にホッとして、美月の瞳に涙がじわりと浮かび上がる。自分には心強い味方がいたことを思い出したからだ。

　怒りで声を震わせながら夫人は武琉へと噛み付く。

「そんな言葉で私が信じるとでも!?」

「そんなもなにも真実です。金曜日の夜、彼女は俺と一緒でした。なので、プレゼントの相手は別の誰か……ですよね？　如月常務」

　熱くなっている夫人とは対照的に、武琉は冷静に言葉を並べる。そんな武琉から非難するような眼差しを向けられて、如月常務の顔が一気に強張っていく。

　怒りの冷めやらぬままに、再び夫人が声を荒げた。

「……いえ。そんなはずがない。騙されないわよ。出張の時だって、嘘をついてふたりで一日早く帰ってきていたくせに！」

「確かに早く帰ってきていました。でも如月常務とは東京駅に着いてすぐタクシー乗り場で別れたので、その後常務がどこに行かれたのかはわかりません。それに、このバッグは自分で働いたお金で購入したものです。如月常務からは一銭も受け取っていません」

　やっと美月も一歩前へと踏み出して自分の思いをぶつける。そこで初めて夫人がうろたえた。まさか本当にという戸惑いとやっぱり信じられないといった感情に翻弄されるように、夫人は乱雑に前髪をかきあげる。

「とにかく、彼女は今俺の監視下にあると言っても過言ではありません。だからこそ、如月常務と彼女はなんの関係もないとはっきり断言できます」

　武琉の美月をかばう姿に、様子を窺っていた女子社員から「格好いい！」と黄色い声が上がる。それを聞いた如月常務はほんの一瞬面白くないような表情をしたのち、大股で夫人の隣まで進み出た。

「そうだよ。俺もそうだと何度も言っているじゃないか。菅野くんとは何もない。俺が愛しているのはお前だけだよ」

　諭すように優しく言葉をかける如月常務へ、武琉がふっと鼻で笑う。

「如月常務。あなたへの不信感が誤解に繋がっているのは俺の目にも明らかですよ。愛している女性からの信頼を失いかけているというのに、どうしてもっと必死にならないのですか？　真心を感じられない言葉ほど薄っぺらいものはない。そんなんじゃ奥さんの心を動かすことはできない」

　武琉が如月常務を鋭く一瞥し辛辣に言い放つと、場がしんと静まりかえった。続けて如月夫婦へと交互に視線を送ってから、厳しく追加する。

「これ以上業務に支障が出るようなら、それ相応の対応をさせてもらいます。この先はよく考えて行動を」

　そのひと言で、如月夫人の顔色が一気に悪くなっていく。感情に任せてここまで来てしまったことを後悔し始めている様子に武琉は小さく息をつき、続けて周囲に集まってきていた社員たちをお前らもだと言わんばかりにぐるりと見回した。

　途端、社員たちは蜘蛛の子を散らすようにそれぞれの場所へと姿を消す。

　不意に、美月は如月常務の斜め後ろに立っていた渚と目が合い、無意識に両肩へと力を込めた。

　それはなにか言われるんじゃないかという怯えがあったための無意識の行動だったのだけれども、すぐに美月は拍子抜けすることとなる。

　渚の方から気まずそうに目をそらされたからだ。その態度から戸惑いや言いようのない不安を美月が感じ取っていると、武琉が「菅野」と声をかけた。

　みんなの視線を一身に浴びていることを特に気にかける様子もなく、武琉は「執務室に戻るぞ」と続ける。

　話は終わったとばかりに歩き出した彼へと「はい！」と返事をして、美月はもう一度だけ渚へと目を向ける。

　するとちょうど彼女と視線がぶつかった。苦しそうな顔をされ美月の胸もわずかに切なく痛んだが、振り切るように顔をそらして武琉を追いかけて歩き出す。

「……古城専務」

　執務室前で小さく発せられた美月の言葉に反応して、武琉はドアノブへと手をかけた格好のままでちらりと肩越しに後ろを見た。

「庇ってくれてありがとう」

　目の前にある大きな存在へ美月が心の底から感謝の思いを口にすると、すっとドアノブから武琉の手が離れていく。

　そしてゆったりとした動作で武琉は美月と向き合い立つ。じっと美月を見つめ、ふっと柔らかな笑みを浮かべた。

「俺も美月の力になりたいから」

　優しく告げられた思いに美月の鼓動がとくりと跳ねた。くれた言葉が嬉しい反面、社内で名前呼びされたことに少し慌ててしまう。

　幸いにもこちらを気にかけている社員の姿を視界に捉えられなかったためホッとする一方、親しげに名を呼んでもらったことがやっぱり嬉しくて、美月も口元を綻ばせた。

「今のでみんなの考えが変わればいい。それで美月が少しでもこの会社に居やすくなったら俺も嬉しいし、俺の秘書でいて正解だったと思ってくれたらなおよし」

　武琉に支えられて今がある。彼の秘書になれて良かったと感謝の気持ちはずっと持っている。

「私も……あの、……すごく……その……」

　自分もその気持ちを伝えたいのに、喜びで胸が震えて言葉がうまく繋げられなかった。美月はあたふたと目線を泳がせていたけれど、武琉が優しい眼差しを向け続けてくれていることに気がつき、大きく息を吐き出した。

　急かすこともなく、まるで歩みを合わせてくれようとしている武琉に、美月もやっと落ち着きを取り戻し、しっかりと思いを紡ぐ。

「ちゃんとそう思ってるよ。私もずっと武琉さんの秘書でいたい」

　言い切った途端気恥ずかしさがこみ上げてきて、美月は赤らんだ顔を手の平で覆う。

　そんな様子を見つめていた武琉が笑みを深めた瞬間、美月のデスクに置かれた電話が鳴った。

　弾かれたように美月は武琉の前からデスクへと移動する。電話に出て相手が秘書室長だとわかるとわずかに緊張を解き、二言三言のやりとりを経て受話器を戻す。そして、武琉へと視線を向けた。

「古城専務、社長がお呼びです」

　ほんの一瞬眉根をよせたのち、武琉は「わかった」と返事をした。






　業務を終えて、美月は久し振りに慌ただしく帰り支度をする。夕食の買い物をしたあと、予定通り武琉のマンションにいく予定なので足取りも軽い。

　心なしか急ぎ足でエレベーターに乗り込んだ時、女性がもうひとり乗り込んできた。

　それが渚だと気がつき、相手からもちらりと視線を送られたことで、とっさにバッグを持つ手に力がこもる。気まずさばかりが膨らんでいった。

　嫌な静寂に包まれた空間が降下を始めると、渚がぽつりと呟いた。

「……ごめん」

　思ってもいなかった謝罪の言葉に、思わず美月は目を見張る。

「素敵だなってすごく憧れていたのに、まさかあんな人だったなんて」

　悔しさに満ちた言葉に、美月は「渚」と呼びかける。しかし、渚はエレベーターの扉を見つめたまま動かなかった。

「あの人の秘書について素の部分を見て、すっかり目が覚めた。奥さんが疑っている通り、如月常務は不倫している。けどそれは美月じゃない。ごめん、私、本当に酷いことしてた」

　謝られても少し前なら憤りしか覚えなかっただろう。しかし武琉という大きな支えがあるためか、美月は憤りよりも戸惑いの方が強かった。

「私、美月が羨ましかったの。同期なのに、私はいつまで経っても室長の補佐しかさせてもらえなくて、それなのに美月は如月常務の秘書として仕事を与えてもらっていて。どんどん差をつけられている気がして……」

「それは私の方だよ！　高松は仕事ができるのに菅野はって比べられることが多かったから、渚みたいにできる女にならなくちゃって毎日必死だった」

　抱いていた思いをぶつけ合ったあと、お互いの顔を見た。どちらも信じられないといった表情であることに、自然と苦笑いが浮かぶ。

「今は、美月が飛ばされなかったことにすごくホッとしてる。もちろん身勝手なこと言ってるのはわかってるよ。許してもらえるなんて思ってないけど、しっかり謝らなくちゃって思って。ごめんなさい」

　エレベーターが一階に到着する。エレベーターを降りると、渚が足を止め振り返った。美月もつられて立ち止まる。

「如月常務との噂は間違ってたってみんなにちゃんと言う。奥様にもちゃんと言う。必要とあれば、私の知っていることも含めて全部話そうと思ってる」

「でも、そんなことしたら……」

「わかってる」

　打ち明けたことで如月常務の怒りを買い、秘書を外されるかもしれない。それも承知の上だという覚悟が伝わってきて、美月も真剣に自分の思いを返した。

「私の言葉が必要な時は言って。話すから」

　渚はほんの少し目を見開いたのち、こくりと頷く。

「ありがとう」

　それだけ言うと美月に背を向けて、力強い足取りで歩き出したのだった。






　いつものように少し早めに出勤し、美月は自分のデスクに置いたバッグを見つめてひとり微笑んだ。さきほど後輩秘書とエレベーターで乗り合わせ、彼女は美月が持っているこのまだ真新しさが残るバッグをちらり見ながら「すみませんでした」と謝ってきたのだ。

　一週間前に渚と話をしてから、秘書課を初めとした周り何人かの自分に対する態度が軟化し始めているのだ。それはきっと渚が裏で話をしてくれているからだと美月は思っている。

　如月常務からのプレゼントだと勘違いされていたため美月はこのバッグを持つのが嫌だったけれど、今はそんな負の感情は薄くなりつつあった。

　自分で買ったものだ。これからは誰の目も気にせずに堂々と持とうという思いを強くしてから、美月は武琉の執務室の掃除に取り掛かるべく動き出す。

　武琉との関係も良好である。自分をとても大切に思ってくれているのは武琉のふとした言葉や所作からも伝わってくるのだが、しかし美月はそれを素直に受け止めることができずにいた。

　高校生の頃バスケ部のエースとして活躍していた時同様に、ＫＪコーポレーションの跡取りとしてカリスマ性を発揮しながら働く今もまた、美月は武琉に対して憧れや尊敬だけでなく恋心までも抱いてしまっている。

　存在感に圧倒されることが多く、その度美月は自分では彼に釣り合わないと心の中で一線を引いてしまうのだが、武琉の微笑みに胸が高鳴り、筋肉質な腕に捕らわれてしまうと、いとも簡単に心への侵入を許してしまうのだ。

　最近は美月が武琉の家に泊まることもあり、実は今朝も武琉の家からの出勤である。

　彼に乗っていけと言われても共に車で出勤することはさすがに気が引けて、まだ寝ぼけ眼でいる武琉よりも先に美月は家を出たのだった。

　そろそろ会社に着く頃だろうか。そんなことを考えながら窓際に置かれた観葉植物に水をあげていると、がちゃりとドアが開かれた。

　彼がきたと思いぱっと顔をあげた美月だったが、戸口に立つ姿に笑顔が強張っていく。しかしすぐに表情を改めて、深くお辞儀をした。

「こっ、古城社長！　おはようございます！」

「おはよう。武琉はまだか？」

「はい！　まだ出社されておりませんが……」

　このような時間に社長自らやってくるとは、どんな用事だろうか。ただ挨拶をしにきたという訳ではないのは社長が発するぴりっとした空気からなんとなくわかるため、余計美月は緊張を募らせる。

「そうか」とだけ呟いて社長はぐるりと室内を見回し、武琉のデスクで視線を止める。そのままデスクの傍まで進み、手に持っていた封筒のようなものを机上に置こうとした。

　しかし、その手は途中で動きを止め、社長の目線だけが美月へと向けられた。

　思わず身体を強張らせた美月を、社長は射すくめるかのようにじっと見つめていたけれど、やや間を置いてから姿勢を正して美月へと歩き出した。

　行動の意図が見えず美月はますます身体を硬くする。目の前で足を止めた社長が手にしていた封筒をすっと差し出してきた。

「これを武琉に渡してもらえるかな」

「……は、はい」

「すぐに本人に中身を確認させるように。それから必ず参加しろとも伝えてくれ」

「わかりました」

　美月は小刻みに震える両手で社長から真っ白な封筒を受け取る。中身はどういったものが入っているのかと疑問に思ったが、美月はそれを問う勇気を持ち合わせていない。

　くるりと踵を返し機敏な足取りで室内から出て行こうとする貫禄ある後ろ姿を、美月は緊張の面持ちを崩さぬままじっと見つめていた。

　すると、ドアの前にたどり着いた瞬間その足が止まり、美月はごくりと唾を飲み込む。

「君は武琉とどういった関係だ？」

　問いかけながら社長は振り返り、厳しい眼差しで再び美月を射抜いた。

「武琉がなにかと君のことを気にかけているようだから」

　本当のことは話せない。美月がわずかに顔色を悪くさせて俯き口ごもると、社長は小さく息を吐く。

「どういった関係だろうと、割り切ったものならそれでいい。……しかし、君の周りは何かと騒がしすぎる」

　胸がちくりと痛み、美月はきゅっと唇を噛んで顔を上げる。力強く社長を見つめ返して、落ち着き払った声で否定する。

「私は、如月常務とはなにもありません。すべて誤解です。秘書として……仕事として仕えていただけで、プライベートでは親しくしていません」

　わかってもらえるまで何度だって言う。自分が働く会社の社長にというよりは、武琉のお父さんからその様な誤解を受けているのが美月はとても苦しかった。

　美月の言葉を受け取り、社長の表情が厳しさを増していった。

「だったら武琉とはどうなんだ。君は武琉に対しても秘書としての立場をわきまえつつ接しているのだろうな？　変な期待を武琉に抱いたりしていないだろうな？」

　自分の甘さをガツンと殴られたかのような衝撃に襲われて、美月は唇を震わせる。

　本来ならばそうあるべきだった。秘書として武琉との距離をしっかりと保つべきだった。余計な感情など持ってはいけなかった。

　しかし皮肉なことに、社長の言葉から受けた心の痛みで、武琉を好きだという思いを強く認識させられる。誰かに何と言われても簡単には引けないほどに、武琉へ深い恋情を抱いてしまっていることを。

　武琉の恋人になりたい。ずっと彼のそばにいたい。愛し合い続けたい。その思いに胸が熱くなっていく。

　美月は社長に返事をしなかった。社長も美月が答えられないのではなく、あえて答えないのだということを面持ちから読み取り、またため息をつく。

「いつの日か武琉の足までも引っ張ることになるように思えて仕方がないんだ。悪く思わないでくれ」

　前置きされて湧き上がった恐怖に耐えるべく、美月は拳に力を込める。

「武琉と必要以上に親密になるようなら、君にはすぐにでもここから去ってもらうことになる」

「そんなっ！」

「武琉の秘書は君じゃなくてもいい。優秀な人材はいくらでもいるのだから」

　ぴしゃりと言われ反論の言葉を失った美月の目線が、気持ちと共に足元へと徐々に下がっていく。

「武琉は私の跡を継ぐために選ばねばならぬ道がある。だからこそ、武琉の態度や君と一緒にいるところを見ていると、妙にヒヤヒヤしてしまうんだ。頼むからあいつの将来を、ＫＪコーポレーションの未来の妨げとなることだけはしないでくれ」

　それはまるで存在意義を否定されたかのようで、私はここにいてはいけないのだろうかという思いに次第に美月は囚われていく。

「わかってくれるなら……もし、武琉のことを考えて早めに離れるべきだと考えてくれるのなら、今後の君への好待遇は保障しよう」

　聞こえていない様子の美月の肩を軽く叩きつつ社長がそう続けた時、勢いよく執務室のドアが開き、明るい笑みを浮かべながら武琉が戸口に姿を現した。

　しかし、ふたりに目を止めるとすぐに表情を一変させる。怒りをあらわにして低く唸った。

「父さん、ここでなにを？」

「渡すものがあったから来たまでだ」

「渡すもの？　そんなの俺に直接渡せばいいだろ！」

　声を荒げる武琉へと社長はゆっくり近づいていく。そしてすれ違いざまにじろりと見やってひと言呟いた。

「お前が受け取らないからだ」

　そのまま部屋を出て行った父親の後ろ姿を奥歯を噛み締めて睨みつけた後、武琉はドアを閉めて、立ち尽くしている美月へと素早く歩み寄る。

「何を言われた？」

　少し強めに肩を捕まれ、美月は戸惑いで瞳を揺らす。珍しく余裕の感じられない武琉に驚き、先ほど交わしたやりとりを伝えることに対してためらいが生まれる。

　最初の頼まれごとを思い出し、握りしめていた封筒を武琉へと差し出した。

「これを社長から預かりました」

「……なんだよこれ」

「いますぐ中身を確認してください。……そのように社長から」

　受け取った封筒を胡散臭そうに見つめていた武琉だったが、美月に言葉を追加されてようやく中に入っているものを引っ張り出す。

「ピアノリサイタル？」

　取り出したものを覗き込み、美月はぽつりと口にする。招待状だったのかとわかったところで武琉がチケットをくしゃりと握り潰したため、制止するように慌ててその手を掴んだ。

「……必ず参加するようにとも仰っていました」

　美月からの追加情報に、武琉は「最悪」と天を仰ぐ。

　武琉がピアノリサイタルの鑑賞に気乗りしなかったため、社長が強引な手段に出たのだろうと想像をめぐらして、美月は小さく笑みを浮かべた。

　軽く頭を下げてから美月も執務室を出ようとする。しかし、開きかけたドアは後ろから伸びてきた手によって容易く閉じられてしまった。

「待って。これだけじゃないだろ？」

　ドアと武琉に挟まれた状態で美月はぎこちなく振り返る。

「それだけです」

　わずかに首を横に振って否定しようとした美月の顎を武琉の指先が持ち上げる。

「いや、他にも何か言われただろ？　そんな顔してる」

　私がそばにいたら、やっぱりあなたの足を引っ張ってしまいますか？　私のことを武琉さんはどう思っていますか？

　一気に湧き上がってきた疑問が美月の頭の中でぐるぐると回りはじめる。しかしやはり、それらを言葉に変える勇気は出なかった。

　美月は両手で武琉の胸を押し返すと、完璧な角度でお辞儀をしてみせた。

「社長からはなにも言われておりません……失礼します」

　胸が痛むのを感じながら、美月は武琉に背を向けて力一杯ドアを押し開けた。






　周りがざわつき始めたことで昼休憩の時間を迎えたことに気がついた美月は、キーボードの上を走らせていた手を止めて、武琉のいる執務室のドアをちらりと見てため息をつく。

　彼に正直に打ち明けなかったことへの気まずさに、美月は半ば押しつぶされそうになっていたのだ。

　社長から言われたことを武琉が知れば、きっと自分を庇い反発していただろう。大きな負担を彼の肩にのせることになっていたかもしれない。あれで良かったのだと懸命に自分に言い聞かせた。

　昼食は気晴らしも兼ねて外で食べようと、足元に置いてあるバッグの中から美月がお財布を取り出した時、かちゃりと執務室のドアが開いた。

「いろいろ聞きたいことがあるから、昼飯、外に出て食べないか？」

　武琉から始めてお昼に誘われたことにとくりと鼓動が高鳴った。一気に頬が高揚するも、武琉の誘い言葉が聞こえていたらしい女性社員が羨ましそうな声を上げてこちらを見ていることに気づくと、それさえも罪だというような気持ちになっていった。

「あの……すみません。今日のお昼は先約がありまして」

　気になっていることは自分もあるというのに、咄嗟に出てしまったのは断りの文言だった。

　美月は慌てて立ち上がり、通路の先に見えた姿へと小走りで向かっていった。

　渚もずんずん近づいてくる美月に気がつくと、その場で足を止めて目を大きくさせる。

「慌ててどうしたの？」

「お昼、一緒に食べていい？」

「構わないけど」

　何かあったのかと視線を巡らせた渚の腕を掴んで、美月は再び歩き出した。

　エレベーターの中で決めた会社近くの洋食屋を目的地にして、ふたりは幾分のんびりとした足取りで歩道を並んで歩いていく。

「専務、ムッとしてたけど。喧嘩でもしたの？」

「喧嘩なんてするわけないじゃない。気のせいだよ」

　さっそく鋭いところをつかれ、口元を引きつらせながら美月がそう答えると、渚は「それならいいけど」と囁くように続けた。

　目指していたお店の前に到着すると、美月は可愛らしい外観を見上げながらしみじみと呟く。

「ここで食べるの、久しぶりだな」

「私はここ二、三日避けてたんだけど、どうしてもオムライスが食べたくて」

「ここのオムライス、卵がふわふわで美味しいよね……私も今日はオムライスにしよう」

　店内へ入り空いているテーブルに通されたところで、美月は浮かんでいた疑問を口にする。

「どうして避けてたの？」

　美月がこの店に来るのが久しぶりなのは、最近はおにぎりやサンドイッチなどを出社前に買っておき、それで済ませていたからだ。

　しかし渚はこのお店のオムライスが大好きなのだ。関係がこじれる前は、彼女に連れられて週に三日は通っていたほどである。

　中毒といってもいいほどはまっていたというのに、避けていたと言われ不思議でたまらない。

　ふいにふたつ隣のテーブルから「ねぇねぇっ！」と悲鳴のようにも聞こえる女性の声が上がった。

　なんの気なしに目を向けて捉えた見覚えのある三人の姿に、美月は思わず眉根を寄せた。

　三人ともＫＪコーポレーションの社員。一人はいつか渚とエレベーター内で話をしていたのを見かけている営業部麻田さんで、あとのふたりは総務課だ。

「やだ、見て！　如月常務の新旧愛人が同じテーブルで食べてる」

　美月と渚に聞こえるようにわざと声を弾ませているのは見るからに明らかで、間に挟まれたテーブルでひとり食事をしていた男性は視線を行ったり来たりさせたあと、気まずそうに身を縮こませた。

「噂好きの女子のそばで食べてると、大好きなオムライスも嫌いになりそうだったから」

　先ほどの美月の質問に渚がため息混じりに答えた。

「彼女たちの間では、私が菅野さんを貶めて秘書だけでなく愛人の座も奪い取ったって話題が今一番アツイみたい」

　人ごとのように続いた言葉に、美月は「そうなんだ」と返した。お冷やを持ってきた店員に注文をして一息つくも、ふたつ隣のテーブルはまだまだ盛り上がりを見せている。

「一緒にいるなんて、私だったら考えられない」

「奥さんのいる男性に色目使うような人たちだもん、私たちには理解できないって」

　美月はその発言につい苦笑いする。こうやって渚と再びこの店で食事をする機会などもう訪れないのではと自分でも思っていたからだ。今回のことで互いが負わせた心の傷はまだ完全に癒えてはいないけれど、向き合って座っているときっと時間が解決してくれるだろうと美月には思えた。

「菅野さんはもう気にしてないんじゃない？　今は専務を狙っているみたいだし」

　口に含んだお冷でむせ返りそうになる。社内では態度に出さないようにしているのだが、もしかして周りにはバレバレなのだろうかと怖くなる。美月は眉根を寄せてじっと動かずに、麻田さんたちが座るテーブルから聞こえてくる会話に耳を澄ませた。

「でも専務ならわかるなぁ。すごく格好いいもん」

「確かに！　古城専務格好いいよね。彼女の有無はわからないけど独身なのは確実でしょ？　しかも社長の息子！　菅野さんに限らず誰でも狙うって！」

「うん。社内にもすでに狙ってる子何人かいるよ」

「私も狙っちゃおうかなー」

　総務課のふたりがあははと笑いながら会話を楽しんでいると、それに水を差すかのように麻田さんが口を挟んだ。

「やめときなよ。一般人は相手にされないって」

　途端、ふたりから「えぇー」と不満の声が上がった。

「古城専務がグループ会社から本社に呼ばれた理由知ってる？」

　その一言に美月の鼓動もどきりと跳ねた。ゆくゆくは社長の跡を継ぐ人だから徐々に足場を固めるために呼ばれたのではと美月なりに考えていると、総務課のひとりも同じ回答を口にする。

「確かに社長にするべく手元で育てるためっていうのも理由のひとつだろうけど、他にもあるみたいだよ。結婚に向けての話が進み出したのも大きく関係しているんだって」

　恋人はいるのだろうかと気にした時はあった。しかし、武琉と一緒にいて女性の存在を感じたことは一度もなかったため、結婚の話が進んでいるなどということも考えたことがなかったのだ。

　そんなまさかと心の中で否定しても、動揺までは止められなかった。おろおろと視線を彷徨わせていた美月は渚と目が合ってしまったことで、顔を俯かせる。心の内を悟られたくなかったからだ。

「嘘っ！　古城専務結婚しちゃうの!?」

「うちと太い取引のある会社の社長令嬢と縁談話が持ち上がってるんだって。相手のお嬢様も古城専務をすごく気に入ったらしく結婚に乗り気らしいよ」

　ただの噂話だと思いたいのに、社長令嬢とは誰のことだろうと気になって仕方がない。主要な取引先をいくつか頭の中で思い浮かべてみても、どれに当てはまるのか全く見当つかなかった。

「でもね、ここからが面白い話なんだけど……。古城専務本人はそれに乗り気じゃないみたい。海外に恋人がいて、その女性との結婚を望んでいるんだって。でも社長はそれに大反対で、親子喧嘩してるって」

　記憶に新しい父と息子のやり取りを思い出して、ハッとさせられる。確かにふたりの関係はギクシャクしていた。

　本当に海外に恋人がいるのだろうか。恋人がいるのに、武琉は自分を抱いたのだろうか。そんな人だなんて思いたくないのに、生まれてしまった疑惑が美月の心を乱していく。

「やっぱり恋人くらいいるよね。あんなに格好いいんだもん」

　と残念そうに述べた総務課の子に対して、麻田さんは少し得意げな顔で発言を続ける。

「もしかしたら、あの節操のない秘書をそばに置いたのも、そのことで自分の評判に傷がついてご令嬢に愛想つかされたいとでも思ったからじゃないの？　如月常務の奥さんが目くじら立てて社に乗り込んで来て騒ぎを起こした時も、内心喜んでたかもね」

　すっかり動揺してしまった美月は、冷静な判断ができなくなっていた。悔しさや戸惑いや不安が一気にこみ上げてきて、膝の上で握りしめていた手がわずかに震え出す。

　渚は「美月」と囁くように呼びかけてから、迷いない声で自分の思いを口にする。

「そんなわけないわよ。あの夫婦を窘めた古城専務は素敵だったし、逆に株が上がったって私は思ったけど」

「そうだよね。私もそう思いたい……けど」

　励ましに顔を上げて、美月は渚へと弱々しく笑いかけた。

　いつの間にか運ばれて来ていたオムライスへと匙を入れる。いつもと同じように卵はふわふわだというのに、美月はとても味気なく感じたのだった。






　いつもなら料理を作り終えるとソファーに腰掛けて、のんびりした気持ちでテレビを見ながら武琉が帰宅するのを待つのだが、今日は違った。

　ひとりぶんの煮魚料理にラップをかけると、「今日は帰ります」というメモを残してそそくさと武琉の家を後にした。

　駅に向かってトボトボと夜道を歩きながら、美月は胸を軽く押さえた。

　朝、社長から言われたことや昼間麻田さんから聞いたことで、ずっと胸が痛んでいるのだ。

　武琉のお荷物にはなりたくない。けれど、彼が誰かと結婚してしまうのは嫌。

　切なさや不安、不満や憤りなど、持て余すほど大きく感情が渦巻く状態のまま武琉と向き合うのが怖いのだ。

　どんどん武琉を好きになっている。ふたりっきりになったら武琉に抱かれたいと思わずにはいられない。けれど、ただの専務と秘書だったらありえない親密さを、誰かに見抜かれてしまったら……噂が広まったら最後、すぐに武琉の秘書を外されてしまうだろう。

　ＫＪコーポレーションを去る自分の姿を想像した瞬間、心臓をキュッと掴まれたかのような苦しさに襲われ、思わず美月は立ち止まる。

　武琉のそばにいたい。それが一番強い気持ちだった。

　彼のそばにいるには秘書という立場を失うわけにいかない。それならば、恋人になりたいなどという甘い期待は捨てて、秘書に徹するべきなのかもしれない。

　きっとそれが、武琉の足を引っ張ることなく自分もそばにいられる最良の選択。

　とはいえ、切ない選択であるのは間違いない。美月はそっと瞳を伏せた。

　駅の入り口が見えてきたところで、スマホがメロディを奏でた。どきっとしつつスマホをバッグから取り出し、ほんの一瞬、電話を受けるのをためらった。相手が武琉だったからだ。

「……古城専務、お疲れ様です」

　緊張感を持って静かに話しかけると、すぐに電話の向こうから安堵のため息が返ってきた。

「良かった出てくれて。今どこにいる？」

　すでに帰宅途中であることを美月がなかなか言葉にできずにいると、すべてを悟ったように武琉が言う。

「黙っているってことは、俺の家にはいないってことだな」

　言い当てられて、美月は観念したように「はい」と返事をした。

「今日はなんだか疲れてしまったので帰らせていただきます。もちろん夕食の準備は済んでいますので、自宅にお帰りになられましたら召し上がってください。それから……」

「そんなに俺と顔を合わせるのが気まずいか？」

　切なく響いた問いかけに美月の言葉は完全に途切れた。

　この先も彼のことをそばで見ていたいから、今は立場をわきまえなくてはいけないのに、彼とすれ違い始めていることが切なくて仕方がない。

「話がしたい。今どこにいる」

「ですから今日は」

　その瞬間、キキッとタイヤのブレーキ音が甲高く響いた。

　ハッとし振り返ると、路肩に一台の車が停まっていて、運転席から武琉が降りてきた。

「言い訳は直接聞いてやる」

　真っ直ぐ美月を見つめたままそう呟くと、耳から外したイヤフォンを座席へと投げて、一気に美月の目の前までやってくる。

　美月はノイズが走ったスマホを耳元から下ろして通話を切った。武琉を見つめたまま、それをバッグに戻して唇を引き結ぶ。

「美月」

「これ以上近づかないでください！」

　美月に止められて、三歩ほどの距離を残して武琉は立ち止まった。

「私たちは専務と秘書で、あくまでも仕事上でのパートナーなんです。やっぱりプライベートとは分けるべきだったんです。これ以上過ちを繰り返しちゃいけません」

　きっぱり言い切ったけれど、美月の手は小刻みに震えていた。美月にとってあの夜のことは過ちなんかではない。とっさについた嘘に余計心が締め付けられていく。

「俺は美月を抱いたことを過ちだなんて思っていない」

　武琉は真っ直ぐに美月を見つめて、力強く思いを口にする。美月も大きく見開いた瞳に武琉の姿だけを映す。

　武琉は大きく一歩を踏み出してほっそりとした美月の手を掴み取ると、その手の平を自分の胸元へと押し当てた。

「俺の気持ちは全然伝わっていないんだな。こんなにも美月のことが好きなのに」

　手の平を通じて武琉の鼓動と熱が伝わってくる。感じる全てに好きだと訴えかけられたようで、美月の頬が徐々に朱色に染まっていった。

「線を引こうとしても無駄だ」

　美月の瞳に涙がじわりと浮かんだ。どんなに離れようとしても、心は簡単に引き寄せられていく。

　手を掴み直して、武琉は美月を連れて車へと戻った。

　助手席へと乗るよう促された美月は最初こそ「古城専務！」と声を上げたけれど、真剣そのものの武琉の表情から逃げることはできないとわかり、大人しく乗り込む。

　武琉も運転席に戻ると、無言で車を発進させる。先ほどと表情は変わらないのに、美月には彼が怒っているようにも見えてきて、そんな顔をさせてしまったことにもまた胸が苦しくなっていく。

　車は武琉が暮らすマンションの傍に建てられている自走式の立体駐車場へと入っていく。先に車を降りた武琉が助手席のドアを開けて、美月に「降りて」と話しかける。

　ためらいつつ車から出た瞬間、武琉は再び美月の手を掴み取った。そのまま引っ張られる形でマンションのエントランスへと歩を進めていく。

　このまま彼の家に連れていかれるのではと予想し、美月は少しだけ顔を青ざめさせた。

「古城専務。話をするならどこか違う場所にしませんか？　確か近くにファミレスありましたよね！」

「嫌だ」

「でも。気軽に家にお邪魔するような時間ではないですし。そういうことは控えた方が……んんっ！」

　エントランス前で駄々をこねた美月を武琉は力強く引き寄せて、言葉を遮るように唇を塞いだ。

　驚きで動きを止めた美月の華奢な身体をさらにきつく抱き寄せた。強引に歯列を割って、舌先で口内へと押し入っていく。荒々しく絡みつき貪られているかのような口づけは、徐々に美月の思考までをも奪い取り、眠っていた欲情を目覚めさせていく。

　理性が本能で覆い隠され、ただ受け止めるしかできない美月の吐息が乱れ始める。

　武琉の男らしい手が、服の上から美月のしなやかな身体のラインを撫でた。途端、ぞわりと美月に甘美な痺れが走り、身を小さく震わせる。

　武琉の手に胸をまさぐられ、キスの合間に美月はたまらず嬌声を上げた。

　小さくこぼれ落ちる声に武琉が不敵な笑みを浮かべた。強がりばかりを口にしていたことを彼に見透かされたような気持ちになり、美月は気まずさからぎこちなく視線をそらす。

「話は部屋でじっくりと」

　再び手と手が繋がり、ゆっくりと歩き出す。美月も抗うことなく武琉のあとについていく。

　このまま彼の部屋に行ったらどうなるかと、冷静に考えることもできなくなっていた。すっかり熱くさせられた身体は、武琉の手を振り払うことを望まなかったのだ。

　武琉は玄関のドアを開けると同時に、余裕がないままに美月を家の中へと押し込んだ。

「父さんに何を言われた？」

　手という拘束が解けたことで逃げるようにリビングまで進んだ美月を再び捕まえて、武琉は真剣に問いかける。美月はやや間を置いてから、静かに答えた。

「騒ぎを起こすような秘書が専務に付いていることを心配していました。当然のことだと思います。古城専務はＫＪコーポレーションにとって大切な人ですから」

「まったく……あんなに何度も美月の人柄を話して、いろいろ俺も条件を飲んだっていうのに」

「条件？」

　聞き逃さなかった単語を美月が無意識に繰り返すと、武琉が珍しくうろたえたような顔をした。

　その様子を目の当たりにしたことで新たなことが見えてきて、美月は唇を噛む。

　美月を秘書にするという時点ですでになんらかの論争が武琉と社長の間でされているだろうことはわかっている。

　しかし、苦言を呈されはしても今もこうして武琉の秘書でいられるのは、やはり彼の力が大きいのだと美月は再認識する。同時に、それは武琉の我慢や、もしかしたら犠牲を伴った上で成り立っているのだということも気づかされた。

　知らず知らずのうちに、すでに私は武琉さんのお荷物になってしまっていたのかもしれない。そんな思いにきゅっと胸が苦しくなり、美月はわずかに瞳を閉じた。

「私は古城専務の力になりたいんです」

　ただそれだけを純粋に望んでいた。しかしそれさえも叶わないのならば……、

「でも、そばにいることで専務の足を引っ張っているのなら、専務の秘書を他の誰かに譲ります。他にもたくさん優秀な秘書はいますから」

　最後は、朝に見た社長の顔が脳裏をちらつき、その時聞いた言葉が悔しさとともに美月の口をついて出てきた。

　まるで壊れ物に触れるかのように、武琉は両手で美月の肩にそっと触れる。「美月」と囁きかけてきた声も、見つめる先にある苦しげな眼差しも、全てが美月の胸に迫ってきて泣きたくなる。

「力になりたいと思ってくれるなら、俺の秘書でいてくれ。今のままずっと」

「今のまま……こうして一緒にいることも、なにかの切っ掛けで知られて噂になってしまったらどうしますか？　ただの秘書だなんて言っても誰も納得しません。私のことを社長になんて説明するんですか？　それとも説明せずに、私がいなくなるのを待ちますか？」

　顔を俯けたまま自分の両肩を掴んでいる武琉の手をそっと押しやって、美月は続ける。

「ちゃんと線をひきましょう。あなたは専務で、私は秘書。仕事上のパートナーであって、それ以上でもそれ以下でもない」

　自ら口にした終了の言葉が、自分の心に重くのしかかる。

　帰ろう。ふっと湧いた思いに従うように、美月は武琉を見ることができないまま、彼の前から立ち去ろうとした。

　その瞬間、武琉の手が美月の腕を強く掴み取った。もつれ合いながら、武琉は美月を強引にソファーへと押し倒す。

「美月は俺の好きな女性だってありのまま説明する。俺が家に連れ込んで、無理やり性行為を迫ってるって。手放す気もさらさらないってね」

　武琉の挑発的な言葉と、憤りや切なさがないまぜになった眼差し。手首を押さえつけてくる力にさえも圧倒されて、美月の頭の中は一瞬で真っ白になった。

「こ、古城専務」

「ふたりっきりの時は名前で呼べよ。美月」

　手首を押さえつけている武琉の力が増したことで、美月は痛みで眉根を寄せた。

「……いたっ……腕が……やめてください、古城専、んんっ！」

　訴えかけたことで多少力は弱まるも、今度は苛立ちをぶつけるかのように乱暴に唇が奪われる。

　口づけだけでは止まらず、美月の耳を甘噛みした後、舌先で這うように首筋をなぞりあげた。

「やあっ！」

　身をよじって嫌がるとびりっと布が引き裂かれた音が耳朶を打つ。

　同時に、弾け飛んだボタンを美月は視界に捉えた。そしてブラウスの前が強引に開かれて下着が露わになっている自分の状態にしばし呆然とする。

「線を引きたいのならそうしろ。でもそれは会社の中でだけだ。今俺の目の前にいる美月は秘書じゃない。ただの菅野美月で、俺も美月に惚れているただの古城武琉に過ぎない」

　惚れている。武琉がくれたその一言に美月の鼓動がトクリと跳ねた。

　余計な考えはすべて捨てて武琉に身を任せてしまいたい。どんな状況に陥ろうとも手を離さないでいてくれるなら、彼の気持ちに応えたい。

　武琉への思いが一気に溢れ出しそうになり唇を震わせたが、しかし、蘇ってきた記憶が素直になるのを邪魔する。

　海外に恋人がいるという噂や、進んでいるという結婚話。それを確認しない限り、女としても前に進めない。

　眉根をよせた美月を見下ろして、武琉が苦しげに笑った。

「逃げたい？　残念だけどそうはさせない。これから時間をかけて何度でも、俺から離れたくなくなるくらい身体に覚えこませるつもりだ」

　外したネクタイを投げ捨て、余裕なさげに己のシャツのボタンも外していく武琉に向かって「違う」と言いかけた言葉は、甘い声へとすり替わっていく。

　邪魔なものを排除するかのように、美月の胸元はさらにはだけさせられていく。ホックが外れ役目を無くしたブラジャーを手荒に押しやると、露わになった乳房を左手で揉みしだく。

　スカートの中に入った右手も、柔い太ももをなぞりながら有無を言わさぬ強引さで奥へ奥へと進んでいく。
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　ショーツに指をかけて一気に下げると、指の腹で美月の敏感な部分をくすぐるように触れる。

　一連の動作はとても荒々しく、雑な扱いをされていると感じて急に怖くなっていく。

「やっ、やめて！」

「無理だよ。美月のここ、俺、大好きだから」

　言うなり焦れるように触れていた武琉の指先が一気に蜜壺へと差し込まれ、美月の腰がわずかに跳ねた。

「……やっ、あああんっ！」

　激しく動く指先に、美月も大きく声を上げる。器用に中をかき混ぜられるたびに、美月の声音の艶が増し、次第にぐちゅぐちゅと淫らな水音も嬌声に混ざり合う。

　流されてはいけないと頭ではわかっているのに、容赦なく体内を駆け巡る快楽に堕ちてしまいそうになる。

「たっぷり絡みついてくる愛液も、ちょっと激しくすると俺の指をキツく咥えてくるのも、美月のすごく感じてる顔も、たまらない」

　熟し始めたそこから取り出した武琉の指先は淫らな光沢を纏っていて、こすりつけた指先が離れるたびに透明な糸を引く様を美月に知らしめるように見せてくる。

「美月のイイとこも、ちゃんとわかってるよ」

　宣言とともに、武琉の指先が美月の淫芽を擦り上げた。痺れるような快感にたまらず身を捩ると、それを許さないとばかりに武琉は容赦なく攻め立てる。

「やあっ……そこっ、だめぇっ…………はあんっ、ああぁぁっ！」

　美月の瞼の裏で白い火花が散り、わずかに意識を飛ばされる。

　抗えない快楽の波に飲み込まれた身体はピクピクと反応し、美月は甘ったるく息をつく。

　その様子をじっと見つめていた武琉が、ふっと笑みをうかべる。

「俺から離れたいなら、そんなに簡単にイッちゃだめだよ。まだまだこれからだってのに、何回イクつもり？」

　美月が達しても、愛撫は執拗に続いていく。左手で美月の胸を掴み、すでにぴんと硬くなっている頂きをきつく吸う。そして右手は美月の中に残る余韻を弄ぶかのように、クチュクチュと卑猥な音を立てながら指を抜き差しする。

「あぁ。すごい溢れてくる。俺を誘ってるのかな」

　そっと身体が離れ、武琉のわずかな重みから解放されたのも束の間、美月は小さく悲鳴を上げる。

　武琉は美月の膝の裏に手をかけてぐっと押し上げると、強引に開いた足の間へと顔を近づけていく。

　ぬらりと真っ赤に染まった秘部を舌先で器用になぞりあげ、まるで水感たっぷりの果実にむしゃぶりついているかのようにじゅるじゅると音を立てる。

　身をよじりながらも喘ぎ続けるしかない美月から、武琉はゆっくりと顔を離して口元を手の甲で拭う。そして己のそそり立つ肉棒を武琉が手にした瞬間、美月はそっと両手を伸ばした。

「あぁっ……待って、お願い……武琉さんっ」

　美月の甘えた声が響き渡り、武琉は動きを止める。そして少し驚いた様子で顔を覗き込んできた武琉の背中へと美月は手を回す。

　耳元で囁くように、美月は自分の気持ちを打ち明ける。

「好き。私も武琉さんのことが好きです」

「……美月」

「本当は距離なんて置きたくない。仕事でもプライベートでも、誰よりも武琉さんのそばにいたい。武琉さんの恋人になりたい」

　再び「美月」と愛おしげに繰り返しながら、武琉は火照っている柔らかな身体をきゅっと抱きしめた。

「でも武琉さんは海外に恋人がいると聞きました。別の相手と結婚の話も進んでいるとも……本当のことを教えてください。私は武琉さんにとってどんな存在なの？」

　ハッとし、武琉は美月の瞳を覗き込んだあと、安堵の笑みを浮かべる。

「やっと本音を見せてくれた。なるほど、引っかかってたのはそれだったのか」

　そっと美月の額に口づけし、真摯に答えた。

「美月の気持ちと一緒だよ。俺も美月が好きで、美月の恋人になりたい」

　嬉しくて胸を震わせながら、美月はじっと武琉を見つめて次の言葉を待った。

「俺は海外に恋人なんていない。……けど、結婚を勧められているのは本当。日本に戻る一年前から言われてたんだ。ずっと興味ないって断ってたんだけど、相手との食事を美月を秘書にするための条件にされて、会うことにした。それで終わるはずだったのに……、今度はピアノのリサイタルを観に行けって」

　ピアノリサイタルのチケットには心当たりがあった。間違いなく、今朝自分が彼に手渡したものだろう。美月はついついしかめっ面になる。

「交換条件は食事までだ。もう関わらない。俺にはこんなにも可愛い彼女がいるから」

　小気味好い音を立てて口づけをしたあと、武琉は優しく美月の素肌に唇を這わせた。

「そんなこと言って。……私、武琉さんのお荷物になるかもしれないのに」

　口づけに反応して時折艶やかな声を挟みながら、美月はずっと心の中でモヤモヤしていた思いを吐露する。

「ならないよ。美月がそばにいてくれないと俺の世界はモノクロだから」

　ぷっくりと膨らんだ芽を舌先で転がすと、美月の口からひときわ淫らな喘ぎ声が発せられる。

「いい？」

　上半身を起こして問いかけてきた武琉へと、美月はじわりと広がる甘い余韻にもじもじと腰をくねらせながらこくりと頷く。

　ぐぐっと自分の中に沈み込んできた熱を纏った圧迫感に、美月は恍惚な表情をうかべる。

「あぁ熱い。……こんなに昂ぶらせたまま俺のを待ってたの？　お望み通り、最高に気持ちよくしてあげる」

　腰を打ち付けられるたびに、快楽が脳天へと突き抜ける。武琉の律動にあわせて、美月も無意識のうちに腰を揺らし始めていた。

「……ああっ！　……すごく気持ちいいのっ！　……武琉さんっ」

「俺も、すごくいい」

　武琉は美月の足を自分の肩へと移動させ、そのまま一気に奥深くまで楔を打ち込む。

　美月の嬌声も、どんどん艶美な響きを増していく。

「やあんっ！　武琉さん！　ああぁぁっっ！　だめぇぇっ！」

　大きく身体をしならせて二度目の絶頂をむかえたあと、美月は荒い呼吸を繰り返しながらぐったりと脱力する。

「……くっ」と小さく呻いて、武琉も肩で息をする。

　美月はぼんやりと、武琉が液の溜まった避妊具を手早く処理していくのを見つめていたけれど、新たな小袋を手にした彼にねだるような顔をされ、思わず瞬きを繰り返す。

「……も、もう無理です」

「残念。俺はまだ終われない」

　言うなり肌と肌が重なり合う。限界だと感じていたはずなのにたやすく翻弄されてしまう。美月はそっと武琉の首の後ろへと手を回し、きゅっとしがみついた。留まることのない幸せを噛みしめて、笑みを浮かべたのだった。

















三












「そこで車を停めてくれるかな」

　出先から会社へと社用車で戻っていた途中、後部座席に座っていた武琉が運転手へと声をかけた。

　会社まであと五分ほどの場所でそんな要求をされて、ほんの一瞬運転手は戸惑いをみせたが、すぐに路肩に車を停止させた。

「昼飯を食べてから戻るから、先に行ってくれ」

「かしこまりました」という運転手の言葉を聴きながら、助手席に座っていた美月はちらりと顔を後ろへ向ける。

　武琉と目が合った瞬間、外を指差し降りるようにとのジェスチャーを受け、美月は小さく頷き返す。

　すぐさまシートベルトを外して、彼に続いてドアを開けた。

　走り去っていく車の後ろ姿をしっかり見送ったあと、武琉が美月に手を差し出した。もちろん美月はその手を取り、きゅっと握りしめる。

「行こうか」

「はい！」

　どのお店でお昼ご飯を食べようかと、恋人同士として誰にも気を使うことなくあるがままに、ふたりは寄り添い歩き出した。

　美月が自分の気持ちを告げて、武琉と気持ちを通わせてから二週間が経った。

　手腕を振るう武琉の姿を目の当たりにすればするほど、美月は胸をときめかせる。惚れ直し、幸福感にも包まれる。

　しかも、恋人同士の甘いスキンシップまではなくても、武琉は出退勤時も含め可能な限り美月を傍らに置こうとしたり、こんな風に食事に連れ出したりもする。周りの目を気にすることなく美月を特別に扱うため、どんな時でも武琉の気持ちをしっかりと感じ取ることができていた。

　嬉しさで思いが溢れそうになる反面、女性社員から嫉妬を向けられることが多くなっていったのも事実である。けれど大抵は気にすることなく、それらを流すことができていた。

　美月にとって一番怖かったのは、女性社員たちからではなく社長から向けられる眼差しの方だった。

　武琉と親密になればなるほど、社長がどう感じ動くかが怖くなり、いつか幸せを失う時が来るのではと不安でたまらなくなっていた。

　会社から少し距離のあるフレンチのお店で昼食を済ませたあとも、ふたりは手を繋いで会社への道のりを歩いていく。

　高校生の頃の思い出話に花を咲かせながら公園前に差し掛かった時、不意に武琉の足が止まった。じっと公園内を覗き込んでいる彼の視線を辿って、何に興味を引かれているのかを美月も知る。

　公園内にバスケットコートがあり、そこでワイシャツにスラックス姿の五人の男性がボールを追いかけていた。

　しかも楽しそうにはしゃいでいる男性たちには見覚えがあった。全員ＫＪコーポレーションの社員だ。

「……美月、ちょっと寄り道しても良いか？」

　武琉からの瞳を輝かせてのお願いを断ることなどできるわけもなく、美月は微笑みで答えた。

　武琉と美月がコートのすぐそばまで歩み寄っていくと、走り回っていた彼らのうちの一人が気づいた。驚きの表情のままその場で足を止めて武琉に向かって頭を下げると、あとの四人も同じように武琉に注目しそれぞれに会釈した。

「古城専務！　早速来ましたね！　どうぞ入ってください！」

　最初に気づいたマーケティング部の男性が、意気揚々と武琉に声をかける。それに武琉は笑顔で答えた。

「ありがとう。お言葉に甘えて、少しだけ交ざらせてもらおうかな」

　羽織っていたジャケットを美月に手渡して、武琉はワイシャツを腕まくりする。

「あいつらとは前にバスケの話で盛り上がったことがあるんだ。ここでたまにプレイしていることも聞いてた。ちょっと遊んでくるから、そこのベンチで座って見てて」

　美月は武琉の説明を頷きながら聞いて、彼が指差した方へと顔を向ける。ベンチを見つけた美月が「わかった」と微笑んだのが合図となり、ふたりはそれぞれの場所を目指して歩き出した。

　武琉が五人に合流し、美月がベンチに腰掛けたあと、ボールの弾む音が響き出す。

「懐かしい」

　機敏にボールを操り、楽しそうに走り回る武琉の姿を見て、思わず美月は呟いた。

　六人が同年代なこともあってか、バスケ部のエースとして活躍するキラキラした武琉の姿を憧れの眼差しでずっと見つめていた高校生の頃の記憶が美月の中に蘇ってくる。

　彼の輝きの引力は変わらない。むしろ距離が近くなったぶん余計に光度が増しているかもしれないと、美月はこっそり笑う。

　武琉がシュートを放つたび、その動きや結果に合わせて美月は声をあげる。

　応援しているうちに武琉や彼らと一体になっていくような感覚を覚えて美月もすっかり夢中になっていると、突然、入り口の方で黄色い歓声が上がった。

　見れば、営業部の女子たちが足を止めてコートに熱い視線を注いでいる。その中には、この前美月が渚と昼食をとったときにふたつ隣りのテーブルにいた麻田さんもいたため、嫌な予感も同時に湧き上がってきた。

　早く通り過ぎて欲しいという美月の願いも虚しく、彼女たちは公園内に入ってくる。

「古城専務、すごくカッコいい」

　彼女たちが囁き合う言葉が聞こえてきて、美月の胸がきゅっと苦しくなっていく。

　幸いにも、彼女たちは美月がすぐそばのベンチに座っていることに気づいていない。美月にとってはそれだけが幸いだった。

「古城専務、頑張ってー！」

　興奮した様子で彼女たちが武琉に送る声援を複雑な気持ちで聞いていると、バスケをしていた六人がコート脇へと移動する。

　武琉は自分のふくらはぎをさすりながら困り顔をしてみせた。

「やっぱり身体がなまってるな」

「そうですか？　古城専務、めっちゃ良い動きしてましたよ」

「俺たち結構来てますから、余裕があるときはまた来てください！」

　笑い声を交えながら会話をしつつ、メンバーの一人がスポーツ飲料のペットボトルを「よかったらどうぞ」と武琉に手渡した。

　それに感謝の言葉を返して、武琉が輪から外れる。真っ直ぐに美月のいるベンチに歩を進めるが、途中で麻田さんたちに取り囲まれた。

「古城専務！　バスケ上手ですね！」

「……ちょっと、退いてくれるかな」

「運動神経も良いなんて、素敵すぎませんか!?」

　女子に囲まれ困り顔をする武琉。そんな光景もまた高校の時と同じである。

　武琉はもらったスポーツ飲料を一口飲んだあと、やや強引に女性の輪から抜け出した。そのまま向かっていくのは、もちろん美月の所だ。

　美月も反応し、彼を迎えるようにベンチから立ち上がる。

「待たせた」

　本当は彼女たちに負けずに格好良いと叫びたかった。他にも話したいことはいっぱいあったのだが、麻田さんたちからの視線が鋭く突き刺さってきたため、美月は頭の中で「私は秘書」と繰り返す。

「いえ。楽しかったのなら、なによりです」

　秘書然として返事をし、持っていたジャケットを武琉に渡す。すると、武琉は苦笑いしたあとペットボトルを美月に押し付ける。しかも、わざわざキャップを開けてだ。

「ちょっと顔が赤いな。日差しが強いからか？　美月も飲んでおくといいよ」

「……えっ、でも」

　美月はためらうも、ちょうど喉が乾いていたこともあり、スポーツ飲料を受け取って喉を潤した。

「美味しい。ありがとうございます」

　いつもの調子で美月が笑顔になると、武琉の眼差しも柔らかくなる。

「良かった」

　武琉は美月の額にかかった前髪にそっと触れて、甘い声で囁きかける。その声だけでなく、自分を見守っているかのような眼差しもくすぐったくて美月は照れ笑いする。

「さぁ、戻ろうか」

　美月の手の中にあるペットボトルの口にキャップを重ね置いたのちジャケットを肩に担ぎ乗せて、武琉がくるりと踵を返した。美月も慌ててキャップを締めつつ「はい！」と元気に返事をし、武琉のあとに続く。

　交わしたやりとりがくすぐったくて美月は微笑みを浮かべていたけれど、ひそひそと不満めいた声音を耳で拾ったことでついその音源を振り返り見てしまった。

　途端、冷たいものにさらりと撫でつけられたかのようにぞくりと鳥肌が立つ。麻田さんたちの疑うような眼差しや嫉妬に満ちた顔、怒りを漂わせた立ち姿に、足が止まりかける。

　しかし、ぎこちなく顔を前方に戻して、恐怖で凍りつきそうになる身体を無理やり動かした。このまま立ち止まってしまってはダメだと思ったからだ。

　彼のそばにいたい。だったら負けちゃダメ。美月は深呼吸して、改めて自分の気持ちを強くした。

　大きな背中を見つめたままその場はなんとか凌いだが、会社に戻り仕事を始めてから三時間が経過したころ、少しずつ周りの人々の目が気になり始めた。

「失礼します」

　武琉の執務室から出てきて、美月はハッとさせられる。パソコンに向かって仕事をしていた男性社員が意味深な眼差しを向けてきたり、同じくデスクで座っている女性社員とその傍でクリアファイル片手に立っていた新人社員がほぼ同時に探るような目で見てきたりと、美月は嫌な予感を覚えずにはいられなかった。

　人々の視線や、囁き合う声に、鼓動が重く響き出す。息苦しさに耐えられなくなり、美月は自分のデスク上にある電話の受話器を取ると、武琉へと内線を繋げる。

　十分ほど小休憩させて欲しいとだけ告げて、足早にその場を離れた。

　向かったのは廊下の端にある、テーブルや椅子に飲み物の自動販売機もある小さな休憩所。

　美月は缶コーヒーを購入して椅子に腰掛けた。そして大きく息を吐く。

　如月常務との仲を疑われ突きつけられた悪意が、トラウマと言ってしまって良いほどに今もまだ脳裏に色濃く焼き付いている。

　心にのしかかる重りから逃れるべく苦いコーヒーを飲んで気持ちを紛らわせていると、廊下の向こうから女性の声が聞こえてきた。

　エレベーターから執務室のある方へと向かう如月常務の姿と、その斜め後には渚がいた。渚の声や表情は怒っている風で、美月はどうしたのかと考えを巡らせながらぼんやりとふたりの姿を見つめる。

　話が決裂してしまったようで、如月常務は肩を怒らせながら廊下の角を曲がり、渚はその場で地団駄を踏む。

　すると不意に彼女の視線が休憩所で休んでいる美月を捕らえ、止まっていた足が動き出した。

「如月常務、知れば知るほど幻滅するわ。あんな男を慕っていただなんて、情けなくて泣けてくる。秘書を自分専用のなんでも屋さんだと完全に勘違いしているし。浮気相手への対応なんて仕事ごめんだわ」

　渚は美月の近くの席にどかりと座って、先ほどの言い合いの原因だろうことをぼやいた。

「いけないことだって分かっていても私は流されるままに言うこと聞いちゃったけれど、渚はちゃんとダメなものはダメって言えてて、やっぱりさすがだよ」

　美月も思いを吐露すると、渚がパチパチと瞬きをした。

「なんかあった？　元気ないけど」

　顔を覗き込まれたことで美月に苦笑いが生まれる。

　武琉との関係を聞いたら渚はどんな反応を示すだろうか。如月常務の時とは違う反応をするだろうと予想する反面、元の関係に戻り始めているのに、もしまた拒絶されてしまったらと考えて怖くなる。結局は何も言えない自分に対して、美月の表情は徐々に沈んでいく。

「もしかして……原因は彼？」

　ぽつりと、しかしちょっぴり面白がっているかのような声で渚に問われ、美月はぱっと視線をあげる。渚の視線を辿り、すぐにこちらに向かって廊下を進んでくる武琉の姿を見つける。

　思わず椅子から立ち上がってしまい、しまったと口元を強張らせた美月の様子に、今度は渚が苦笑した。

「古城専務！」

　廊下の途中にあるトイレから出てきた麻田さんが武琉の姿に気がついて、嬉しそうな声を発して歩み寄っていく。

「バスケしている古城専務、とっても格好良かったです！」

「え？　……あぁ、どうも」

　麻田さんから行く手を邪魔するように話しかけられ、武琉は足止めを食らう。

　突破を試みても話をしたい麻田さんに食い下がられて、なかなか思うように先へ進めない武琉の姿に、美月もやきもきしてしまう。

　麻田さんが甘えた様子で武琉の手をきゅっと掴んだのを目にして、美月はつい一歩前へと踏み出してしまった。

　静観するべきだとすぐに踏みとどまりはしたけれど嫉妬心を止めることまではできず、心に広がっていく重苦しさに美月は唇を噛んだ。

　身動きが取れない美月をまるで試すかのように、二人三人と武琉を取り囲む女子の数が増えていく。

　自分の恋人ですみたいな顔で、馴れ馴れしく武琉さんに触れないで。武琉さんの恋人は私なの！

　とうとう美月は耐えきれなくなり武琉に向かって歩き出した。けれど、エレベーターホールの方向からやってきた姿に気づいた瞬間、怯えとともに足が停止する。

　ちょうど通りかかったのは、秘書室長を従えた社長だった。

　楽しそうな女子社員の中心にいる武琉に視線を留め、社長もゆったりとした速度で立ち止まった。

　そして、武琉に向けられていた視線が美月へと移動する。

　眼差しに鋭さが混ざり出し、美月は完全に動けなくなってしまう。

　武琉に触れているその手がどうしても気に入らない。今すぐにでも割って入っていきたいのに、足は動かなかった。

　社長が見ている前で好きだという気持ちのまま動けば、武琉の側を離れることになってしまう。それが美月の一番恐れていることだからだ。

　興味が削がれたかのように社長が歩き出すと、今度は武琉と目が合った。じっと美月を見つめたまま武琉は麻田さんを押しのけて歩き出す。

「俺も一緒に良い？」

　途中で呆然と立ち尽くしている美月の肩に武琉は手を回し、そのままテーブルへと共に進む。

「もちろんです。どうぞどうぞ」

　渚が笑顔で了承すると、武琉は美月を椅子に座らせてから、空いている椅子をずずっと引き寄せた。そして、美月へと軽く身を乗り出すようにテーブルに左手をついて、右手で美月の頬に優しく触れる。

　武琉からの言葉はなかったけれど、優しさはしっかりと伝わってきて美月の胸に温かいものがじわり広がっていく。

　同時に、武琉の存在が自分にとってどれほど大切かを、切ないくらいに思い知らされたのだった。






　コーヒーを飲み終えてから渚と別れ、武琉と共にデスクへと戻る途中で、美月は秘書室長に声をかけられた。

「菅野さん、ちょっと良いかしら。お願いしたいことが」

「はい」

　返事をして武琉に目配せしてから、美月は踵を返した秘書室長の後を追いかけ進んでいく。

「室長。お願いしたいこととは？」

　秘書室長のデスクまで来て美月は問いかける。てっきりデスク上になにかの書類が置かれているのかと考えたがそこには何もなく、秘書室長の足は社長室のドアの手前でピタリと止まった。

　くるりと振り返った秘書室長と目が合い、美月は思わず息をのんだ。申し訳なさそうな表情に嫌な予感がこみ上げてくる。

「社長が菅野さんにお願いしたいことがあるそうなの」

　さっそく予感が敵中する。頼みごとがあるのは秘書室長ではなく社長。先程危惧したことを宣告されるのではと、途端に足が進まなくなる。

　しかし、秘書室長にドアを開けられて中に入るよう促されてしまえば入室するしかなく、美月は勇気を振り絞って歩き出した。

「失礼します」

　社長室に入ると、すぐに背後でドアの閉まる音が響いた。退路を断たれ、美月はわずかに唇を噛む。

　デスクで書き物をしていた社長が手を止めて顔を上げる。老眼鏡を外して美月を見た瞳は先程と同じように鋭いものだった。

　何も発言することができぬまま戸口前で立ち竦んでいる美月に向かって、社長は威圧的に話し出す。

「この前お願いしたものは、武琉にしっかり渡してくれましたか？」

「……は、はい。ピアノリサイタルのチケットが入っていた封筒のことなら。古城専務にしっかりお渡ししました。……あっ、すみません。中身を確認する時に私も見てしまって」

　ピアノリサイタルと言葉にした時、社長の眉毛がぴくりと動いたため、美月は慌てて理由を追加させた。

　緊迫感の漂う場の雰囲気もあり怒られるのではないかと萎縮してしまっていたが、社長は満足そうに微笑んだあと困り顔をした。

「その様子だと頼んだことはしっかり遂行してくれていたようだね。てっきり彼女のリサイタルに顔を出さなかったから、武琉の手に渡っていないのかと思い込んでいたよ」

　チケットを手渡した後、彼がどういう選択をしたかまでは聞いていなかった。すっかり忘れていたというのに、今またリサイタルを開いたその彼女のことが気になり始める。

「彼女はね、私の古くからの友人である苗幌フード社長の雪川の娘でね。一度食事の場を設けたのだが、武琉は彼女に気に入ってもらえたようで……私も、彼女こそ武琉の結婚相手にぴったりじゃないかと考えているんだよ」

　美月の顔色から胸の内を察したかのように、社長が彼女の正体について語り出す。なおかつ将来の展望までをも打ち明けて、美月をたやすく不安に陥れていった。

「お互いの会社をより強固な関係にすることができれば、ＫＪコーポレーションもまだまだ安泰。武琉にとっても、これ以上ないくらい彼女は頼もしいパートナーとなるだろう」

　武琉の恋人として納得できないことばかりだったが、会社の将来のことに触れられてしまうと美月は言葉を飲み込むしかなくなる。武琉を支えたいという思いは誰にも負けない自信があるけれど、自分が結婚相手だった場合、会社のメリットは何もないのだから。

　湧き上がる悔しさやもどかしさを耐えるように拳を握りしめた美月へ、社長が再び要求する。

「そこで、君にまた頼みたいことがあるんだ」

「……な、なんでしょう」

　ドキリと重々しく鼓動が響いた。自然と美月の表情が強張り、聞き返す声も震える。

「雪川社長の娘との縁談がうまくいくように、お膳立てをしてくれないか」

　縁談。お膳立て。ふたつの言葉が頭の中でぐるぐると回りだし、意図を読み取るまでに数秒要した。

「難しいことを要求するつもりはない。彼女との食事の席に武琉を着かせるだけでいい。あぁそうだな。次期社長としてどうすることが賢明な選択かよく考えろとも、君の口から言ってやるべきだろう」

　武琉の秘書でい続けるのか、それとも恋人としての思いを貫くのか。自分自身の思いを試されているような気がして、美月の頭の中は真っ白になっていく。

「よろしく頼むよ。話は以上だ、戻ってくれ」

　社長は言いたいことはこれで全てだといった風にさらりと告げて老眼鏡をかけると、最初にこの部屋に到着した時と同じように仕事をし始めた。

　よろしく頼むのひと言になにも返せぬまま、美月はぎこちなく後ずさりをし、社長室を出た。

　デスクへ戻り、大きく息を吐く。この先の不安に押しつぶされそうになりながら両手で頭を抱えていると、かちゃりと執務室のドアが開いた。

　美月が慌てて居直るのと、武琉が部屋から出てきたのはほぼ同時だった。

「遅かったな」

「……い、いろいろと仕事を頼まれて、遅くなりました」

　武琉の目を見つめ返すと、遅くなった理由を気にしていることがなんとなく伝わってきたが、美月は曖昧な言葉で誤魔化すことしかできなかった。

「古城専務もなにか私に？　急ぎなら先に取り掛かりますが」

「いや。大丈夫ならそれでいい。頑張って」

「はい。ありがとうございます」

　安堵の表情を浮かべたあと、武琉は自分の執務室へと戻っていく。美月はその様子を微笑みながら見つめていたが、姿が視界から消えると同時にわずかに肩を落として小さくため息を発した。






　社長から再度の呼び出しを受けたのは、その一週間後だった。

　憂鬱な気持ちと共に美月が武琉の執務室のドアをノックすると、すぐに中から「どうぞ」と声が返ってくる。重苦しさを振り切るように大きく頭を横に振ってから、「失礼します」と美月はドアを押し開けた。

　武琉がインターネットを通じて英語でやり取りをしていたため、美月は声をかけず戸口近くで足を止めて待つことにする。程なくして会話が終わり、武琉が美月へと顔を向け、美月も武琉の意識が自分に向けられたことを察知し、彼の元へと歩き出した。

「来週行われる定例会議のスケジュールに関してですが……」

　手にしていた招待状を武琉に渡す。そして動揺でうるさく鳴り響く心音を悟られないように気を配りながら会議のスケジュールだけでなくお礼状や企業イベントの招待状のことなど、いくつか話を進めていく。

　一通り指示を受けてから、「……あの」と美月は話を切り出した。

「今夜、忙しい？」

　招待状の内容を確認していた武琉が、驚いた様子で視線をあげた。気まずさを必死に押し隠しながら、美月は急いで続ける。

「久しぶりに、外で一緒に食事とかどうかなって思って。でっ、でも、忙しかったら良いの」

　断ってほしい。言葉とは裏腹にそんな希望を抱かずにはいられなかったが……その願いは叶わなかった。

「いや。それほど忙しくないけど」

「そ、そう。よかった。今夜のお店は私が決めても良い？　実は行ってみたいお店がいくつかあって。そのうちのどれかに行けたらって思ってるんだけど」

「もちろん良いよ。仕事が終わるまでに決めておいて。どこでも連れていくから」

「あ、ありがとう。……それじゃあ、またあとで」

　微笑む武琉に軽く頭を下げてから、美月は心なしか早足で執務室を出た。

　すぐに美月のデスクの傍に立っていた秘書室長と目が合い、美月は力なく頷きかける。秘書室長も頷き返し、すぐさまその場を離れていった。

　美月は遠ざかっていく秘書室長の後ろ姿をぼんやり見つめながらドアに背中をもたれかけ、唇を噛んだ。

　あとでなんて永遠にやって来なければ良い。そんな虚しさを募らせる中、時間は速やかに進んでいった。

　人目を憚って会社から歩いて五分ほどの場所にある公園前で待っていると、時間通りに武琉の車が美月の目の前で停まった。

「行き先は決められた？」

　車に乗り込むとすぐに運転席から武琉に聞かれて、美月も前もってスマホの画面に表示させておいたお店の地図を見せた。

　スマホを受け取ってじいっと画面を凝視したあと、武琉は「あぁここか」とつぶやいた。

「知っているの？」

「どんなお店？」と続けようとし、慌てて思いとどまる。自ら行ってみたいと言い出した場所なのだから、あらかじめどんな店かくらいは知っているのが普通だろう。

「大学を卒業して日本を発つ前に家族で食事をした店だ。雰囲気の良い店だったし、美月が今回ほかの店を選んでいたとしても、いつかきっと俺が連れて行ったと思うよ」

「ありがとうございます。本当に素敵なお店なんですね」

　そのような縁のある店に武琉を連れて行くことに、美月は罪悪感を覚えた。

　これから武琉が食事をする相手は美月ではない。自分の父親と結婚相手として薦められているご令嬢のふたりだ。

　走り出してすぐに、車は赤信号で停止する。このままずっと信号が変わらなければ良いのにと気落ちする美月の手に武琉が手を重ね置いた。

　温かさがじわりと胸まで届き、これから彼に対して裏切りのような行為をするのだと思うと美月の目に涙が湧き上がる。

　そして改めて気づかされる。一番大切なものは武琉だということ。そして、これから自分がどうしていきたいのかということ。

　下になっていた手を、逆に彼の手の上にしっかりと重ね置く。後悔で歪んでいるだろう顔を見られたくなくて、美月は窓の外へと目を向けた。

　会社から車で三十分ほどの場所にある大きな自然公園のそばで武琉は車を停める。公園の緑を望めるその場所に目的地であったフレンチレストランがひっそりと佇んでいる。

　エンジンを止めたあと腕時計で時刻を確認しつつ、窓の向こうのスタイリッシュな外観の建物を見ながら武琉は微笑む。

「予約は十九時だったよな。時間もちょうどだし、腹も減ったし、行こうか」

「……あのっ」

　美月の呼びかけは武琉の耳に届かなかった。武琉は手早くシートベルトを外し、車の外へと先に出ていく。

「武琉さん。私……」

　急いで助手席から降りて、車の前に立っている武琉の元へと美月は急いだ。

　このまま黙って、社長たちの待つ個室へ彼を連れて行くことなどできなかった。

　如月常務の時も、今回のことも、結局は同じこと。黙って受け止めるしかできず、言いなりのままでいた。守ってきた日常を失うのが怖くて、反発する勇気が出なかったのだ。

　渚の姿を見て、ダメなものはダメと跳ね返す強さを持ちたいと思った。しかし、思うだけじゃなくて、今こそそうならなくちゃいけない時だと、美月は強く感じていたのだ。

　誤解される前に思いだけでも伝えておきたい。後悔したくないからと、美月は武琉の腕をぎゅっと掴んだ。

「聞いてほしい事があるんです。実は……」

「この食事、俺たちだけじゃなく他にも誰かいるのか？」

　武琉の視線は美月ではなく、どこかを違う場所を見つめている。その眼差しに厳しさが徐々に混ざり始めていった。

「父さんの車が停まっている」

　美月もハッとし武琉の視線を辿る。駐車場の端に停まっている国内産の高級車には、確かに見覚えがあった。指定された時間前に社長が到着していてもなにも不思議ではないのに、しかし、この段階で気づかれてしまうなどと考えもしていなかった美月はただただうろたえる。

　何から説明すべきか、美月は頭の中で必死に考えを巡らせていたが、武琉は自分の父親の車と動揺している美月の様子だけでこの食事の裏に隠されていた事実に辿りついたようだった。

　武琉は美月と向き合い、呆れたように息を吐く。

「美月からはじめて食事に誘われたからすごい嬉しかったのに、裏で父さんが糸を引いていたなんて喜んで損した。……あぁ、そうか。父さんが食事に誘ってくるってことは他にも誰かいるんだな」

　武琉の全てを見抜いているような言葉に美月はこくりと頷き返し、「ごめんなさい」と心の底から謝罪する。

　伏し目がちにそっと前髪をかきあげてから、武琉は意を決したように美月へと手を差し伸べた。

「父さんの所に行こう。これ以上美月が苦しい思いをしないように、行って終わらせよう」

　力に満ちた武琉の声音が、美月の心に火をともす。真摯な瞳に引き寄せられるように、差し出された手をぎゅっと掴み取った。

　覚悟の足取りで、ふたりは共に歩き出した。

　店に入り、個室へと案内される。店員は軽くノックし「失礼します」とドアを開けると、並んで立っている武琉と美月に笑顔で入室を促した。

　数秒間、ふたりは視線を交わして、ほぼ同時に前へと一歩を踏み出した。

　個室に入った途端、楽しげに飛び交っていた声音がぴたりと止む。ゆったりとした広さのある室内にはアンティーク調のお洒落なテーブル、それを取り囲むように椅子も四つ置かれている。今そこに、向き合う形で社長と品のある女性が座っている。

　社長は武琉を見つめて、ふっと笑みをこぼす。

「驚いていないな。なんだバレたのか」

　不甲斐ないなという響きで発せられた言葉は美月に対してのもの。美月は癖のように「すみません」と口から出かかるが、ぐっと飲み込んだ。

「バレるのが嫌なら、自分の車で来なければ良かったまでです。俺、そういうのすぐに気がつきますから」

　武琉の美月を庇う発言に社長はぐっと眉根を寄せたが、すぐに気を取り直して空いている席を手で指し示す。

「まぁいい。座れ」

「武琉さん、お久しぶりです。私、今日の日をずっと心待ちにしていましたの。さぁ、早くお座りになって」

　社長に続いて、同席している女性がはしゃいだ声で武琉に話しかける。

　しかし、武琉はその場から動こうとしなかった。ただ反抗的な眼差しだけを父親に向け続けた。

　女性も武琉の様子に困り顔をしていたが、彼のわずか斜め後ろに立っている美月へと視線を止めた。そして美月と武琉が手を繋いでいることに気づいた瞬間、大きく目を見開く。

「……どういうことです？　あなた、武琉さんといったいどんな関係？」

「彼女は秘書です。ただそれだけですから……おい、お前ら、紛らわしいことをするな。誤解なさるだろう」

　社長は慌てて口を挟みつつ、手振りで今すぐ離れなさいと訴えかける。しかし、ふたりは並んだまま動かない。

「菅野くん、武琉の案内をありがとう。もういいぞ。下がってくれ」

　言葉こそ柔らかいが、社長は目の奥に厳しさを漂わせている。美月はびくりと肩を揺らしたあと、武琉と繋いでいる手をきゅっと握りしめて、そしてそっと離した。

「……美月」

　その行動に戸惑いを見せた武琉へと美月は小さく笑いかけて、そのまま前へと進み出た。

「秘書という仕事を、プライドを持ってさせてもらっています。けれど、それで大切な人と一緒にいられなくなってしまうのなら、これ以上は続けられません。私は自分の気持ちに正直に、大切な人を選びます」

　言い終えると、美月は元いた位置へと下がり、改めて武琉の手を取った。

　秘書として彼を支えたいと思ったのももちろん嘘ではない。しかし、秘書ではなく恋人として武琉のそばにいたいのだ。

　だから今の発言で、秘書を外されることになってもいい。恋人としては絶対に彼のそばを離れたりしない。

「美月」

　今度は武琉が美月の手を握り締めた。覚悟と共に出た発言をしっかりと共有するように微笑みかけてきた彼に、美月は胸を熱くさせる。

「すみません。本日はなにか手違いがあったようです。俺は彼女と……恋人とふたりで食事をしに来たので、そのテーブルにつくことはできません」

　父や女性へと順番に顔を向けつつ、武琉は拒否の言葉をきっぱりと放った。社長は口元を引きつらせ、女性はあっけに取られた顔をする。

「父さん、美月に余計なことを言ったようだね。彼女を苦しめないでくれないか」

「私はお前の未来と会社のためを思って動いたまでだ」

「勝手に決めつけないでくれ。仕事がしやすいから秘書としての彼女も俺には必要だし、そもそも俺は自分が望む女性としか結婚しない。誰でもいいわけじゃない」

　武琉の言い草に女性はカチンときたようで、顔を赤くして椅子から立ち上がった。そのままブツブツと文句を言いながらバッグを持ち直して、「失礼させていただきます」と肩を怒らせながら部屋を出て行った。

　女性を引き止めようと社長は慌てて声をかけたが効果はなく、すぐに諦めの大きなため息をついた。

「とても良いお嬢さんだったというのに。同じ条件の娘さんはなかなか見つからないぞ」

「俺にとっての結婚の条件なんて、何があっても愛し続けられるか、守り抜けるかどうかだ。父さんにとって俺はまだまだ未熟者で頼りない存在かもしれないけど、今回のこの選択も含めて、いつか絶対に認めてもらえる存在になってみせます」

　社長は目を見開き、息をのむ。そして苦しそうに瞳を揺らした。武琉は美月と向き合うと、そっと両手で美月の手を包み込んだ。

「ごめんな、美月。美月が父からの話を断れなかったのは俺にも責任がある。もっと早くみんなの前で堂々と自分たちの関係を公にしていれば良かったんだ。美月の自信さえも奪ってしまうところだった」

「武琉さんが責任を感じることじゃない。私がちゃんと自分を持っていたら。納得できないものはできないとちゃんと言えたら良かったんです」

　美月がふるふると首を横に振っていると、武琉の両手が美月の頬へと移動する。

「高校卒業の日、美月に告白する勇気が持てなくて思いを諦めることになった。けどずっと美月のことを完全に忘れることができなくて、日本に戻ったらもう一度会いたいって考えてた。会えて良かった。もう手放したくない、こんなにも君が愛おしい」

　武琉は美月の隣に並ぶと、肩に手を回して抱き寄せる。

「秘書としても一人の女性としても、美月は俺にとって誰よりも大切な人だから。彼女と結婚したい」

　強く響いた言葉に美月は胸を震わせた。熱いものが一気に胸に迫って来て、涙で視界が滲む。肩に感じる武琉の大きな手も、美月にとってとても心強いものだった。

「父さん、俺たちはふたりでひとつだ。共に高め合い支えながら生きていく。すべてプラスに作用させてみせるから」

　複雑な面持ちでふたりを見つめていた社長が小さく息をつく。それはまるで降参したかのような響きだった。

「三人での食事はまた今度。今日はこれで失礼します」

　武琉は美月の手を取って歩き出す。美月も会釈をしてから武琉に続いて部屋を出たのだった。

　不思議そうな店員にも軽く頭を下げながら、ふたりは車が停まっている場所まで一気にやってくる。

　助手席のドアに手をかけて、美月はぽつりと囁きかけた。

「武琉さん、私が秘書をやめることになってもそばにいてね」

　運転席へと向かっていた武琉の足が止まる。そして、これから先のことを考えて不安になっている美月のもとへとやってくる。

「当たり前。美月が前を向き続けられるように俺が守るよ。だから会社でも家でも堂々と俺の隣にいて」

　そっと武琉の手が美月の前髪に触れる。

「武琉さん。私も社長に……お、お義父さんにも認めてもらえるように頑張ります。うん。もっと頑張れる！　大好きな武琉さんのそばでなら」

　ふっと武琉が微笑み、ゆっくりと顔を近づけていく。

　美月も武琉の首の後ろへと手を回して、温かく滑らかな口づけを受け止めたのだった。






　恋人宣言をしてから三ヶ月が経った。

「明日の確認ですが、午前にツユキホールディングスにて打ち合わせが入っておりますので、お迎えは……」

　美月は手帳に記入されている予定を確認しつつ、武琉のあとに続いて歩いていく。

　二人の関係はあの時からなにも変わっていない。専務と秘書であり、恋人でもある。

「ちょっと待て！　妻になにを話すと言うんだ」

「怖い顔をしても私には効きませんから。ご自分のプライベートはご自分で対応してください。私まで巻き込もうとするのなら、知っていることを奥様に話すまでです」

　エレベーターホールへと向かう途中、廊下で如月常務と渚が言い合っている場面に遭遇する。

　あちらのふたりも、美月たちに気がついて気まずそうな表情を浮かべる。相変わらずな関係を保ったままのふたりに美月はこっそりと苦笑いした。

　後ほど電話で渚の愚痴を聞くことにしようと考えを巡らせながら廊下を進んでいくと、今度は麻田さんたちとすれ違う。途端、彼女達はひそひそとなにかを囁き始めた。

　美月はそれに表情を曇らせることなく、背筋を伸ばして前を歩く武琉の背中をまっすぐに見つめる。すると、肩越しに武琉が振り返った。

「美月、今日の夕飯なににする？」

「何か食べたいものはありますか？　作りますよ」

　武琉と美月が交わした会話を耳にした途端、彼女達は悔しそうに顔を歪めたのだった。

　今では付き合っていることも公となっている。武琉の美月にだけ見せる素の部分や愛しさの含まれた眼差しなど、太刀打ちできない雰囲気に悔しさを募らせている女性社員も多い。

　エレベーターの前に着くと同時に、扉が開いた。そこから社長と秘書室長が降りてきて、美月はわずかに唇を引き結んで背筋を伸ばした。

　そのまま通り過ぎていくかと思ったが、社長は武琉のそばで足を止めた。

「来週のプレゼン、期待している」

「ありがとうございます」

　社長は不敵に、武琉は自信に満ちた微笑みを浮かべる。そのままちらりと美月を流し見てから、社長はその場から離れていく。

　向けられた視線は嫌なものではなかったため、美月は社長へと頭を下げてほっと息をつく。

　先にエレベーターに乗り込み扉を開けて待っていた武琉から「美月」と呼びかけられて、美月はすぐに動き出す。

　エレベーターが下降するなか、「何がいいかな」と武琉が独りごちた。悩んでいる様子がなんとも可愛らしくて「なんでもいいですよ」と笑った美月の腰元を武琉はぐいと引き寄せた。

「デザートは美月で」

「……わかりました」

　甘い予感ではにかんだ唇を重ね合わせてから、ふたりは見つめあったままとびきりの笑顔を浮かべた。







ｅｎｄ
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